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チ ケ ッ ト 発 売 情 報 アクロス福岡チケットセンター（10:00～18:00）
☎092-725-9112

最新のチケット発売情報は
こちらのQRコードからCheck!!
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伝えたい 文化の魅力 ＃19

九響プレトーク ＃31

探検！アクロス福岡 ＃19

「趙 国良」

「山下秀樹×森 洋太」

「ステップガーデンの秘密⑤」

特集 福岡・音楽の秋フェスティバル2017
2017

好 評 発 売 中好 評 発 売 中

10 19:003 火 ラファウ・ブレハッチ ピアノリサイタル
会福岡シンフォニーホール 全席指定:¥6,000（学生券:¥3,000）料
●曲目／ J.S.バッハ：《４つのデュエット》　ショパン：ピアノ・ソナタ 第２番「葬送行進曲」　他

会福岡シンフォニーホール

クリスチャン・リンドバーグ指揮
ノルウェー・アークティック・フィルハーモニー管弦楽団

GS:¥10,000　S:¥8,000　A:¥6,000　B:¥4,000（学生券:¥2,000）料
●ピアノ／ペーター・ヤブロンスキー
●曲目／グリーグ：ピアノ協奏曲　チャイコフスキー：交響曲 第４番　他

10 19:0016月

11 18:3015水 ハンガリー国立歌劇場「ランメルモールのルチア」
会福岡シンフォニーホール

GS:¥16,000　S:¥13,000　A:¥11,000　B:¥9,000　C:¥7,000（学生券:¥3,500）料
●ソプラノ／アンドレア・ロスト　他　●演目／ドニゼッティ：歌劇「ランメルモールのルチア」

11 19:0022水 ミラノ大聖堂聖歌隊＆真言宗声明
会福岡シンフォニーホール S:¥4,000　A:¥3,000　（学生各席¥1,000引き）料
●出演／真言宗青教連法親会　ミラノ大聖堂聖歌隊
●演目／唄、感謝の賛歌「テ・デウム」　他

会福岡シンフォニーホール

九州交響楽団 名曲・午後のオーケストラ
第11回 歓喜の歌が心に響く！

S:¥6,000　A:¥5,000　B:¥4,000（学生:¥1,500）料
●指揮／小泉和裕　ソプラノ／鷲尾麻衣　九響合唱団　他
●曲目／ベートーヴェン：交響曲 第９番「合唱付き」

12 14:0024日

9 17:00

15:00

Ⓐ
Ⓑ

30土
10 1日

アクロス・クラシックふぇすた2017
コンサートⅠ シンフォニック・スタイル

会福岡シンフォニーホール ⒶⒷ各公演 ￥1,000 ⒶⒷセット券 ￥1,500（全席自由）料
●内容／Ⓐ九州管楽合奏団　Ⓑ九州交響楽団　※小学生以下無料・未就学児入場可

12 19:0012火 古澤巌×ベルリン・フィルハーモニー ヴィルトゥオーソ’2017
会福岡シンフォニーホール S:¥7,000　A:¥6,000　B:¥5,000（学生席：¥3,000）料
●曲目／マリーノのコンチェルト、クリスマスソング　他

＊１ あいれふホール（福岡市中央区舞鶴２-５-１）

●曲目／モーツァルト：弦楽四重奏曲（ハイドン四重奏曲より 第５番）　他
会あいれふホール（＊1） 一般:￥3,500　学生:￥1,000　（全席自由）料

10 19:0020金 ラ・プティット・バンドによるストリング・カルテット

会福岡シンフォニーホール S:¥6,000　A:¥4,000（学生券:¥2,000）料
●指揮/バロック・ヴァイオリン／シギスヴァルト・クイケン　他
●曲目／モーツァルト：交響曲 第27番、ディヴェルティメント 第７番
　　　　ハイドン：歌劇「ラ・カンテリーナ（歌姫）」

10 16:0021土 ラ・プティット・バンド「ラ・カンテリーナ」

会福岡シンフォニーホール 全席指定:¥1,000料
●バロック・ヴァイオリン／シギスヴァルト・クイケン
●曲目／ J.S.バッハ：無伴奏パルティータ 第３番、第２番

10 12:0018水 アクロス・ランチタイムコンサートvol.60
～シギスヴァルト・クイケン ヴァイオリンリサイタル～

野々下由香里＆大塚直哉
歌とチェンバロのコンサート「ヨーロッパお国巡り」10 15:0022日

会国際会議場 全席自由:￥1,500料
●ソプラノ：野々下由香里　チェンバロ：大塚直哉　●曲目／カッチーニ：アマリッリ　他

新・福岡古楽音楽祭2017

会福岡シンフォニーホール 全席指定:¥1,000料

アクロス・ランチタイムコンサートvol.64≪スペシャル版≫
古典芸能へのお誘い ～古典芸能はおもしろい?! ～

●曲目／能と日本舞踊による「船弁慶」　他

1 12:0018
2018年

木

シルク・ドゥ・ラ・シンフォニー
会福岡シンフォニーホール S:¥10,000　A:¥8,000　B:¥6,000料
●演奏／キエフ国立フィルハーモニー交響楽団　●曲目／チャイコフスキー：白鳥の湖　他

1
2018年

18:0024水

会福岡シンフォニーホール

東芝グランドコンサート2018
サカリ・オラモ指揮 BBC交響楽団

GS:¥15,000　S:¥13,000　A:¥11,000　B:¥8,000　てれビー席:¥5,000料
●ヴァイオリン／パトリツィア・コパチンスカヤ
●曲目／チャイコフスキー：ヴァイオリン協奏曲　ブラームス：交響曲 第１番　他

3 19:001
2018年

木

会福岡シンフォニーホール

ウィーン・ヨハン・シュトラウス管弦楽団
ニューイヤーコンサート2018

S:¥8,500　A:¥7,500　B:¥6,000　C:¥5,000料
●指揮・ヴァイオリン／ヨハネス・ヴィルトナー
●曲目／喜歌劇「こうもり」序曲　ポルカ・シュネル「前へ！」　他

1 19:004
2018年

木

読売日本交響楽団名曲シリーズ福岡公演
会福岡シンフォニーホール S:¥6,100　A:¥5,100　B:¥4,000（学生券:¥2,000）料
●指揮／ユーリ・テミルカーノフ　ヴァイオリン／レティシア・モレノ
●曲目／プロコフィエフ：ヴァイオリン協奏曲 第２番
　　　　ドヴォルザーク：交響曲 第９番「新世界から」　他

2
2018年

19:0022木

会福岡シンフォニーホール 全席指定:¥1,000料

12 12:006 水 アクロス・ランチタイムコンサートvol.62
フランツ・バルトロメイ リサイタル with 篠崎史紀

●ピアノ／田中美江　●曲目／シューベルト：ピアノ三重奏曲　他

会福岡シンフォニーホール 全席指定:¥1,000料

11 12:0030木 アクロス・ランチタイムコンサートvol.61≪スペシャル版≫
若林顕＆鈴木理恵子デュオコンサート

●曲目／フランク：ヴァイオリン・ソナタ　他

10 19:0031火 イツァーク・パールマン ヴァイオリンリサイタル
会福岡シンフォニーホール GS:¥13,000　S:¥10,000　A:¥8,000　B:¥6,000（学生券:¥3,000）料
●曲目／ベートーヴェン：ヴァイオリン・ソナタ 第９番 「クロイツェル」　他

９月24日（日）発売

会福岡シンフォニーホール 全席指定:¥1,000　●曲目／クリスマス・メドレー　他料

12 12:0019火 アクロス・ランチタイムコンサートvol.63
アクロス・クリスマスコンサート2017

●サクソフォン／オリタ・ノボッタ　スペシャルゲスト／ジェームス小野田　他

11 19:0027月 フィリップ・ジョルダン指揮　ウィーン交響楽団
会福岡シンフォニーホール

GS:¥20,000　S:¥17,000　A:¥14,000　B:¥10,000　C:¥6,000（学生券:¥3,000）料
●ヴァイオリン／樫本大進　●曲目／メンデルスゾーン：ヴァイオリン協奏曲　他
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※詳細は9月号、またはホームページをご覧ください。

9月30日（土）10:00～20:00　10月1日（日）10:00～17:009月30日（土）10:00～20:00　10月1日（日）10:00～17:00
アクロス・クラシックふぇすた2017アクロス・クラシックふぇすた2017

たくさんの楽器に出合える「楽器ふぇすた」や、有料無料のコンサートが
めじろ押し！今年もふぇすたで音楽ざんまいしましょ！

料金｜GS席16,000円　S席13,000円　A席11,000円　B席9,000円　
　　　C席7,000円（学生券3,500円）
出演｜ルチア／アンドレア・ロスト
演目｜ドニゼッティ：歌劇「ランメルモールのルチア」

11月15日（水）18:30開演11月15日（水）18:30開演
ハンガリー国立歌劇場「ランメルモールのルチア」ハンガリー国立歌劇場「ランメルモールのルチア」

ミラノ大聖堂聖歌隊＆真言宗声明ミラノ大聖堂聖歌隊＆真言宗声明

料金｜S席4,000円　A席3,000円　※学生各席1,000円引き
出演｜真言宗青教連法親会　ミラノ大聖堂聖歌隊

11月22日（水）19:00開演11月22日（水）19:00開演

フィリップ・ジョルダン指揮　ウィーン交響楽団フィリップ・ジョルダン指揮　ウィーン交響楽団

料金｜GS席20,000円　S席17,000円　A席14,000円　B席10,000円　
　　　C席6,000円（学生券3,000円）
出演｜ヴァイオリン／樫本大進
曲目｜メンデルスゾーン：ヴァイオリン協奏曲　
　　　マーラー：交響曲 第1番「巨人」

11月27日（月）19:00開演11月27日（月）19:00開演

10月31日（火）19:00開演10月31日（火）19:00開演

FUJI XEROX presents
イツァーク・パールマン  ヴァイオリンリサイタル

料金｜GS席13,000円　S席10,000円　A席8,000円　B席6,000円（学生券3,000円）
出演｜ピアノ／ロハン・デ・シルヴァ
曲目｜ベートーヴェン：ヴァイオリン・ソナタ 第9番「クロイツェル」 ほか
※詳細は左記をご覧ください

10月3日（火）19:00開演10月3日（火）19:00開演
ラファウ・ブレハッチ ピアノリサイタルラファウ・ブレハッチ ピアノリサイタル

料金｜全席指定6,000円（学生券3,000円）
曲目｜J.S.バッハ：《4つのデュエット》
　　　ショパン：ピアノ・ソナタ第2番「葬送行進曲」　ほか
※詳細はP4～5、8をご覧ください

料金｜GS席10,000円　S席8,000円　A席6,000円　
　　　B席4,000円（学生券2,000円）
出演｜ピアノ／ペーター・ヤブロンスキー
曲目｜グリーグ：ピアノ協奏曲　チャイコフスキー：交響曲 第4番　ほか
※詳細はP4～5をご覧ください

10月16日（月）19:00開演10月16日（月）19:00開演

クリスチャン・リンドバーグ指揮
ノルウェー・アークティック・フィルハーモニー管弦楽団
クリスチャン・リンドバーグ指揮
ノルウェー・アークティック・フィルハーモニー管弦楽団

10月21日（土）16:00開演10月21日（土）16:00開演
ラ・プティット・バンド「ラ・カンテリーナ」ラ・プティット・バンド「ラ・カンテリーナ」

料金｜S席6,000円　A席4,000円（学生券2,000円）
出演｜指揮&バロック・ヴァイオリン／シギスヴァルト・クイケン
曲目｜モーツァルト：交響曲 第27番　ハイドン：歌劇「ラ・カンテリーナ（歌姫）」
※詳細はP6～7をご覧ください

2017

　世界的な音楽家が福岡を訪れ、素晴らしい音楽を聴き手の記憶のな
かに残してくれる。そんな「福岡・音楽の秋フェスティバル」の紹介をす
る時期となった。毎年、豪華なラインナップだと思ってきたのだが、今年
はさらに豪華で多様なアーティストの顔ぶれに、秘かに心が動く。彼ら
を聴きに福岡まで出かけたい、と（ちなみに筆者は東京在住である）。

アクロス福岡に世界的な
アーティストを迎え錦秋の季節が訪れる

Fukuoka Music Festival 
in Autumn ２０1７

　
ま
ず
紹
介
し
た
い
の
は
、
名
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニス
ト
、
イ
ツ
ァ
ー
ク
・パ
ー
ル
マ
ン
。

１
９
４
５
年
イ
ス
ラ
エル
生
ま
れ
。
テ
ル
ア
ビ
ブ
で
学
ん
だ
後
、
ア
メ
リ
カ
に
留
学

し
、
ジュリ
ア
ー
ド
音
楽
院
で
イ
ヴ
ァン
・
ガ
ラ
ミ
ア
ン
、
ド
ロ
シ
ー
・
デ
ィ
レ
イ

で
学
ぶ
。
こ
の
ガ
ラ
ミ
ア
ン
と
デ
ィ
レ
イ
と
い
う
名
伯
楽
は
数
多
く
の
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ニス
ト
を
世
界
に
送
り
出
し
て
き
た
。

　
ガ
ラ
ミ
ア
ン
は
ロ
シ
ア
出
身
だ
が
、
ロ
シ
ア
の
名
手
ア
ウ
ア
ー
の
弟
子
で
あ
る

モ
ス
ト
ラ
ス
に
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
を
学
び
、
そ

の
後
フ
ラ
ン
ス
で
カ

ペ
ー
に
師
事
。
ア
ウ

ア
ー
と
カ
ペ
ー
と
い
う

近
代
的
な
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
奏
法
を
確
立
し

た
ふ
た
り
に
師
事
し

た
こ
と
で
、
ガ
ラ
ミ

ア
ン
は
最
も
理
想
的

な
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏

法
を
手
に
入
れ
た
と
言
わ
れ
る
。
１
９
４
４
年
か
ら
は
ア
メ
リ
カ
に
移
住
し
、

１
９
４
６
年
に
は
ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
音
楽
院
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
科
主
任
教
授
と
な
っ

た
。
そ
の
ガ
ラ
ミ
ア
ン
の
代
表
的
な
教
え
子
が
パ
ー
ルマン
な
の
で
あ
る
。
パ
ー
ル

マン
の
演
奏
の
中
に
は
、
１８
〜
19
世
紀
を
通
し
て
発
展
し
て
き
た
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

奏
法
の
理
想
が
あ
る
と
言
って
も
過
言
で
は
な
い
と
思
う
。
美
し
い
音
、
的
確

な
左
手
の
音
程
の
取
り
方
、
自
在
な
弓
の
使
い
方
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
作

品
に
合
わ
せ
た
表
現
の
奥
深
さ
な
ど
、
パ
ー
ルマン
の
演
奏
に
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

奏
法
の
理
想
が
あ
る
。

　
そ
し
て
、
素
晴
ら
し
い
こ
と
に
、
こ
の
ベ
テ
ラ
ン
は
い
ま
だ
に
演
奏
活
動
を
続

け
て
お
り
、
そ
の
深
い
解
釈
に
よ
る
素
晴
ら
し
い
演
奏
を
聴
か
せ
て
く
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
生
き
る
伝
説
、
と
は
、
ま
さ
に
パ
ー
ルマン
の
こ
と
。
今
回
の
リ

サ
イ
タ
ル
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
心
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェン
の
「
ク
ロ
イ
ツェル
・
ソ
ナ
タ
」

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ
第
９
番
、
１
８
０
３
年
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
も
う
何

度
も
演
奏
し
て
き
た
作
品
で
あ
り
、
例
え
ば
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
と
共
演
し
た
「
サ

ラ
ト
ガ
・
ラ
イ
ブ
」
な
ど
の
録
音
も
リ
リ
ー
ス
さ
れ
て
い
る
。
雄
大
さ
、
同
時

に
繊
細
さ
を
持
ち
、ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
い
う
芸
術
の
限
界
を
試
す
ほ
ど
の
ス
ケ
ー
ル

の
大
き
さ
を
持
っ
た
こ
の
作
品
は
、
す
べて
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニス
ト
に
とって
の
試
金

石
で
あ
る
が
、
パ
ー
ルマン
は
い
と
も
や
す
や
す
と
そ
の
壁
を
超
え
て
し
ま
う
。

　
パ
ー
ルマン
は
４
歳
の
時
に
小
児
麻
痺
に
か
か
り
、
下
半
身
が
不
随
と
な
っ
た
。

し
か
し
、そ
れ
以
前
か
ら
始
め
て
い
た
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
諦
め
る
こ
と
無
く
、レッ

スン
を
続
け
た
。
10
歳
で
最
初
の
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
き
、
イ
ス
ラ
エル
交
響
楽
団

と
共
演
、
そ
し
て
１
９
５
９
年
に
は
ア
メ
リ
カ
の
有
名
な
テ
レ
ビ
番
組
「
エ
ド
・

サ
リ
ヴ
ァン
・
ショ
ー
」
に
出
演
し
て
、
話
題
を
集
め
た
。
こ
の
番
組
を
知
っ
た

ア
イ
ザ
ッ
ク
・
ス
タ
ー
ン
が
強
く
薦
め
て
、
ア
メ
リ
カ
に
残
る
こ
と
に
な
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
ジュリ
ア
ー
ド
音
楽
院
で
学
ん
だ
訳
だ
。
１
９
７
４
年

に
初
来
日
し
て
い
る
。

　
パ
ー
ルマン
の
使
用
し
て
い
る
楽
器
は
１
７
１
４
年
製
の
ス
ト
ラ
デ
ィ
ヴ
ァ
リ
ウ

ス
。
そ
の
美
音
は
、
本
当
に
う
っ
と
り
す
る
ほ
ど
。ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
音
の
美
し

さ
だ
け
を
競
う
コン
ク
ー
ル
が
あ
っ
た
ら
、
そ
の
第
１
位
は
当
然
パ
ー
ルマン
に
与

え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
ス
ト
ラ
デ
ィ
ヴ
ァ
リ
ウ
ス
の
音
を
聴
く
だ
け
で
も
価

値
が
あ
る
コン
サ
ー
ト
だ
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェン
の
「
ク
ロ
イ
ツェル
」
や
ド
ビュッ
シ
ー

の
ソ
ナ
タ
な
ど
多
彩
な
曲
目
が
並
ぶ
が
、
ど
ん
な
作
品
で
あ
れ
、
名
手
パ
ー
ル

マン
の
腕
に
か
か
る
と
、一瞬
で
黄
金
に
変
わ
る
と
言
って
も
良
い
の
で
、
ご
心
配

な
く
。
ピ
ア
ノ
は
五
嶋
み
ど
り
な
ど
数
多
く
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
共
演
し
て
い

る
ロハン・デ・シ
ル
ヴ
ァ（
ス
リ
ラ
ン
カ
生
ま
れ
）な
の
で
、安
心
し
て
聴
け
る
。
パ
ー

ルマン
と
の
共
演
歴
も
長
い
。
コン
サ
ー
ト
は
10
月
31
日
だ
。

バ
ロ
ッ
ク
時
代
の
オ
ペ
ラ
か
ら
繊
細
な
ピ
ア
ニ
ズ
ム
、

そ
し
て
ス
ケ
ー
ル
感
の
あ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ま
で
、

多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
２
０
１
７
年
の
「
福
岡
・
音
楽
の
秋
フェス
テ
ィ
バル
」
は
、
ま
ず
10
月
３
日

の
ラ
フ
ァ
ウ
・
ブ
レ
ハッ
チ
の
ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル
か
ら
始
ま
る
。
言
う
ま
で

も
な
く
、ブ
レハッ
チ
（
１
９
８
５
年
生
ま
れ
）
は
２
０
０
５
年
、第
15
回
の
シ
ョ

パン
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
の
優
勝
者
で
あ
り
、
そ
の
後
も
世
界
的
な
活
躍
を
続
け

て
い
る
。バッハ
、ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェン
、シ
ョパン
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
ブ
レハッ

チ
ら
し
い
も
の
で
、
古
典
を
大
切
に
す
る
彼
の
気
持
ち
が
表
れ
て
い
る
と
思

う
。

　
続
い
て
は
ク
リ
ス
チ
ャン
・
リ
ン
ド
バ
ー
グ
指
揮
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
ア
ー
ク
テ
ィ
ッ

ク
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
。
ソ
リ
ス
ト
は
ピ
ア
ノ
の
ペ
ー
タ
ー
・
ヤ
ブ
ロ

ン
ス
キ
ー
が
同
行
す
る
。「
ア
ー
ク
テ
ィッ
ク
」
と
は
「
北
極
圏
の
」
と
い
う
意

味
で
、
２
０
０
９
年
に
結
成
さ
れ
た
新
し
い
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
あ
る
。
指
揮
者

の
リ
ン
ド
バ
ー
グ
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
生
ま
れ
で
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
奏
者
、
作
曲
家
と

し
て
も
活
躍
し
て
き
た
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
作
曲
家
グ
リ
ー
グ
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲

を
ヤ
ブ
ロ
ン
ス
キ
ー
が
演
奏
し
、
メ
イ
ン
は
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
交
響
曲
第
４

番
。
新
し
い
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
実
力
を
早
く
知
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
公
演

生
き
る
伝
説
的
ヴ
ィ
ル
ト
ゥ
オ
ー
ゾ
、
パ
ー
ル
マ
ン

イツァーク・パールマン

は
10
月
16
日
。

　
10
月
21
日
に
は
古
楽
の

雄
ラ
・
プ
テ
ィ
ッ
ト
・
バ
ン

ド
に
よ
る
ハ
イ
ド
ン
の
歌
劇

「
ラ
・
カ
ン
テ
リ
ー
ナ
（
歌

姫
）」
を
中
心
と
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
。
ハ
イ
ド
ン
は
実
は

た
く
さ
ん
の
オ
ペ
ラ
を
書
い

て
い
る
の
だ
が
、
ほ
と
ん
ど

演
奏
さ
れ
な
い
の
を
残
念

に
思
っ
て
き
た
。
な
の
で
、

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
と
て
も

楽
し
み
で
あ
る
。全
２
幕
で
、

４
人
の
歌
手
に
よ
っ
て
歌
わ

れ
る
小
規
模
の
作
品
だ
が
、

と
て
も
魅
力
的
な
音
楽
が

詰
ま
って
い
る
。

　
10
月
31
日
に
先
に
紹
介
し
た
パ
ー
ル
マ
ン
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
あ
り
、
11
月
15

日
に
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
立
歌
劇
場
に
よ
る
ド
ニ
ゼ
ッ
テ
ィ
「
ラ
ン
メ
ル
モ
ー
ル
の

ル
チ
ア
」の
公
演
が
あ
る
。ル
チ
ア
を
名
歌
手
ア
ン
ド
レ
ア・ロ
ス
ト
が
歌
う
が
、

こ
の
ベ
ル
カ
ン
ト
・
オ
ペ
ラ
の
最
高
傑
作
、
特
に
「
狂
乱
の
場
」
を
ど
う
彼
女

が
歌
う
の
か
、
楽
し
み
だ
。

　
そ
し
て
11
月
27
日
に
は
俊
英
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ジ
ョ
ル
ダ
ン
率
い
る
ウ
ィ
ー
ン

交
響
楽
団
が
最
後
を
飾
る
。ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
樫
本
大
進
（
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ

ル
の
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
）
を
起
用
し
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
協
奏
曲
と
マ
ー
ラ
ー
の
交
響
曲
第
１
番
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
速
報
だ
が
、

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ジ
ョ
ル
ダ
ン
が
２
０
２
０
年
か
ら
ウ
ィ
ー
ン
国
立
歌
劇
場
の
音
楽

監
督
に
就
任
す
る
こ
と

が
決
ま
っ
た
。
ま
さ
に

「
ウ
ィ
ー
ン
の
顔
」
と
な

る
ジ
ョ
ル
ダ
ン
の
姿
を
い

ち
早
く
チ
ェッ
ク
し
よ
う
。

　
駆
け
足
で
「
音
楽
の

秋
」
を
紹
介
し
た
。
読

者
の
皆
さ
ん
が
、
こ
の
中

の
ど
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
も

良
い
の
で
、
素
晴
ら
し
い

体
験
を
な
さ
る
こ
と
を

心
か
ら
望
ん
で
い
る
。
　

福岡・音楽の秋福岡・音楽の秋
フェスティバル2017フェスティバル2017

会場：福岡シンフォニーホール　ほか会場：福岡シンフォニーホール　ほか
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アンドレア・ロスト

樫本大進

ま   

ひ

Fukuoka Music Festival in Autumn ２０1７福岡・音楽の秋フェスティバル２０1７

PROFILE

片桐　卓也 （かたぎり　たくや）
1956年福島県生まれ。音楽ジャーナリストとして「音楽の友」「モー
ストリー・クラシック」誌などに執筆を続けるほか、NHK･FM、J ー 
WAVEなどラジオでもクラシック情報を発信している。
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※詳細は9月号、またはホームページをご覧ください。

9月30日（土）10:00～20:00　10月1日（日）10:00～17:009月30日（土）10:00～20:00　10月1日（日）10:00～17:00
アクロス・クラシックふぇすた2017アクロス・クラシックふぇすた2017

たくさんの楽器に出合える「楽器ふぇすた」や、有料無料のコンサートが
めじろ押し！今年もふぇすたで音楽ざんまいしましょ！

料金｜GS席16,000円　S席13,000円　A席11,000円　B席9,000円　
　　　C席7,000円（学生券3,500円）
出演｜ルチア／アンドレア・ロスト
演目｜ドニゼッティ：歌劇「ランメルモールのルチア」

11月15日（水）18:30開演11月15日（水）18:30開演
ハンガリー国立歌劇場「ランメルモールのルチア」ハンガリー国立歌劇場「ランメルモールのルチア」

ミラノ大聖堂聖歌隊＆真言宗声明ミラノ大聖堂聖歌隊＆真言宗声明

料金｜S席4,000円　A席3,000円　※学生各席1,000円引き
出演｜真言宗青教連法親会　ミラノ大聖堂聖歌隊

11月22日（水）19:00開演11月22日（水）19:00開演

フィリップ・ジョルダン指揮　ウィーン交響楽団フィリップ・ジョルダン指揮　ウィーン交響楽団

料金｜GS席20,000円　S席17,000円　A席14,000円　B席10,000円　
　　　C席6,000円（学生券3,000円）
出演｜ヴァイオリン／樫本大進
曲目｜メンデルスゾーン：ヴァイオリン協奏曲　
　　　マーラー：交響曲 第1番「巨人」

11月27日（月）19:00開演11月27日（月）19:00開演

10月31日（火）19:00開演10月31日（火）19:00開演

FUJI XEROX presents
イツァーク・パールマン  ヴァイオリンリサイタル

料金｜GS席13,000円　S席10,000円　A席8,000円　B席6,000円（学生券3,000円）
出演｜ピアノ／ロハン・デ・シルヴァ
曲目｜ベートーヴェン：ヴァイオリン・ソナタ 第9番「クロイツェル」 ほか
※詳細は左記をご覧ください

10月3日（火）19:00開演10月3日（火）19:00開演
ラファウ・ブレハッチ ピアノリサイタルラファウ・ブレハッチ ピアノリサイタル

料金｜全席指定6,000円（学生券3,000円）
曲目｜J.S.バッハ：《4つのデュエット》
　　　ショパン：ピアノ・ソナタ第2番「葬送行進曲」　ほか
※詳細はP4～5、8をご覧ください

料金｜GS席10,000円　S席8,000円　A席6,000円　
　　　B席4,000円（学生券2,000円）
出演｜ピアノ／ペーター・ヤブロンスキー
曲目｜グリーグ：ピアノ協奏曲　チャイコフスキー：交響曲 第4番　ほか
※詳細はP4～5をご覧ください

10月16日（月）19:00開演10月16日（月）19:00開演

クリスチャン・リンドバーグ指揮
ノルウェー・アークティック・フィルハーモニー管弦楽団
クリスチャン・リンドバーグ指揮
ノルウェー・アークティック・フィルハーモニー管弦楽団

10月21日（土）16:00開演10月21日（土）16:00開演
ラ・プティット・バンド「ラ・カンテリーナ」ラ・プティット・バンド「ラ・カンテリーナ」

料金｜S席6,000円　A席4,000円（学生券2,000円）
出演｜指揮&バロック・ヴァイオリン／シギスヴァルト・クイケン
曲目｜モーツァルト：交響曲 第27番　ハイドン：歌劇「ラ・カンテリーナ（歌姫）」
※詳細はP6～7をご覧ください

2017

　世界的な音楽家が福岡を訪れ、素晴らしい音楽を聴き手の記憶のな
かに残してくれる。そんな「福岡・音楽の秋フェスティバル」の紹介をす
る時期となった。毎年、豪華なラインナップだと思ってきたのだが、今年
はさらに豪華で多様なアーティストの顔ぶれに、秘かに心が動く。彼ら
を聴きに福岡まで出かけたい、と（ちなみに筆者は東京在住である）。

アクロス福岡に世界的な
アーティストを迎え錦秋の季節が訪れる

Fukuoka Music Festival 
in Autumn ２０1７

　
ま
ず
紹
介
し
た
い
の
は
、
名
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニス
ト
、
イ
ツ
ァ
ー
ク
・パ
ー
ル
マ
ン
。

１
９
４
５
年
イ
ス
ラ
エル
生
ま
れ
。
テ
ル
ア
ビ
ブ
で
学
ん
だ
後
、
ア
メ
リ
カ
に
留
学

し
、
ジュリ
ア
ー
ド
音
楽
院
で
イ
ヴ
ァン
・
ガ
ラ
ミ
ア
ン
、
ド
ロ
シ
ー
・
デ
ィ
レ
イ

で
学
ぶ
。
こ
の
ガ
ラ
ミ
ア
ン
と
デ
ィ
レ
イ
と
い
う
名
伯
楽
は
数
多
く
の
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ニス
ト
を
世
界
に
送
り
出
し
て
き
た
。

　
ガ
ラ
ミ
ア
ン
は
ロ
シ
ア
出
身
だ
が
、
ロ
シ
ア
の
名
手
ア
ウ
ア
ー
の
弟
子
で
あ
る

モ
ス
ト
ラ
ス
に
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
を
学
び
、
そ

の
後
フ
ラ
ン
ス
で
カ

ペ
ー
に
師
事
。
ア
ウ

ア
ー
と
カ
ペ
ー
と
い
う

近
代
的
な
ヴ
ァ
イ
オ

リ
ン
奏
法
を
確
立
し

た
ふ
た
り
に
師
事
し

た
こ
と
で
、
ガ
ラ
ミ

ア
ン
は
最
も
理
想
的

な
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
奏

法
を
手
に
入
れ
た
と
言
わ
れ
る
。
１
９
４
４
年
か
ら
は
ア
メ
リ
カ
に
移
住
し
、

１
９
４
６
年
に
は
ジ
ュ
リ
ア
ー
ド
音
楽
院
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
科
主
任
教
授
と
な
っ

た
。
そ
の
ガ
ラ
ミ
ア
ン
の
代
表
的
な
教
え
子
が
パ
ー
ルマン
な
の
で
あ
る
。
パ
ー
ル

マン
の
演
奏
の
中
に
は
、
１８
〜
19
世
紀
を
通
し
て
発
展
し
て
き
た
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

奏
法
の
理
想
が
あ
る
と
言
って
も
過
言
で
は
な
い
と
思
う
。
美
し
い
音
、
的
確

な
左
手
の
音
程
の
取
り
方
、
自
在
な
弓
の
使
い
方
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
作

品
に
合
わ
せ
た
表
現
の
奥
深
さ
な
ど
、
パ
ー
ルマン
の
演
奏
に
は
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

奏
法
の
理
想
が
あ
る
。

　
そ
し
て
、
素
晴
ら
し
い
こ
と
に
、
こ
の
ベ
テ
ラ
ン
は
い
ま
だ
に
演
奏
活
動
を
続

け
て
お
り
、
そ
の
深
い
解
釈
に
よ
る
素
晴
ら
し
い
演
奏
を
聴
か
せ
て
く
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
生
き
る
伝
説
、
と
は
、
ま
さ
に
パ
ー
ルマン
の
こ
と
。
今
回
の
リ

サ
イ
タ
ル
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
心
は
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェン
の
「
ク
ロ
イ
ツェル
・
ソ
ナ
タ
」

（
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ
第
９
番
、
１
８
０
３
年
）
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
も
う
何

度
も
演
奏
し
て
き
た
作
品
で
あ
り
、
例
え
ば
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ
と
共
演
し
た
「
サ

ラ
ト
ガ
・
ラ
イ
ブ
」
な
ど
の
録
音
も
リ
リ
ー
ス
さ
れ
て
い
る
。
雄
大
さ
、
同
時

に
繊
細
さ
を
持
ち
、ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
い
う
芸
術
の
限
界
を
試
す
ほ
ど
の
ス
ケ
ー
ル

の
大
き
さ
を
持
っ
た
こ
の
作
品
は
、
す
べて
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニス
ト
に
とって
の
試
金

石
で
あ
る
が
、
パ
ー
ルマン
は
い
と
も
や
す
や
す
と
そ
の
壁
を
超
え
て
し
ま
う
。

　
パ
ー
ルマン
は
４
歳
の
時
に
小
児
麻
痺
に
か
か
り
、
下
半
身
が
不
随
と
な
っ
た
。

し
か
し
、そ
れ
以
前
か
ら
始
め
て
い
た
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
諦
め
る
こ
と
無
く
、レッ

スン
を
続
け
た
。
10
歳
で
最
初
の
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
き
、
イ
ス
ラ
エル
交
響
楽
団

と
共
演
、
そ
し
て
１
９
５
９
年
に
は
ア
メ
リ
カ
の
有
名
な
テ
レ
ビ
番
組
「
エ
ド
・

サ
リ
ヴ
ァン
・
ショ
ー
」
に
出
演
し
て
、
話
題
を
集
め
た
。
こ
の
番
組
を
知
っ
た

ア
イ
ザ
ッ
ク
・
ス
タ
ー
ン
が
強
く
薦
め
て
、
ア
メ
リ
カ
に
残
る
こ
と
に
な
っ
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
ジュリ
ア
ー
ド
音
楽
院
で
学
ん
だ
訳
だ
。
１
９
７
４
年

に
初
来
日
し
て
い
る
。

　
パ
ー
ルマン
の
使
用
し
て
い
る
楽
器
は
１
７
１
４
年
製
の
ス
ト
ラ
デ
ィ
ヴ
ァ
リ
ウ

ス
。
そ
の
美
音
は
、
本
当
に
う
っ
と
り
す
る
ほ
ど
。ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
音
の
美
し

さ
だ
け
を
競
う
コン
ク
ー
ル
が
あ
っ
た
ら
、
そ
の
第
１
位
は
当
然
パ
ー
ルマン
に
与

え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
ス
ト
ラ
デ
ィ
ヴ
ァ
リ
ウ
ス
の
音
を
聴
く
だ
け
で
も
価

値
が
あ
る
コン
サ
ー
ト
だ
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェン
の
「
ク
ロ
イ
ツェル
」
や
ド
ビュッ
シ
ー

の
ソ
ナ
タ
な
ど
多
彩
な
曲
目
が
並
ぶ
が
、
ど
ん
な
作
品
で
あ
れ
、
名
手
パ
ー
ル

マン
の
腕
に
か
か
る
と
、一瞬
で
黄
金
に
変
わ
る
と
言
って
も
良
い
の
で
、
ご
心
配

な
く
。
ピ
ア
ノ
は
五
嶋
み
ど
り
な
ど
数
多
く
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
共
演
し
て
い

る
ロハン・デ・シ
ル
ヴ
ァ（
ス
リ
ラ
ン
カ
生
ま
れ
）な
の
で
、安
心
し
て
聴
け
る
。
パ
ー

ルマン
と
の
共
演
歴
も
長
い
。
コン
サ
ー
ト
は
10
月
31
日
だ
。

バ
ロ
ッ
ク
時
代
の
オ
ペ
ラ
か
ら
繊
細
な
ピ
ア
ニ
ズ
ム
、

そ
し
て
ス
ケ
ー
ル
感
の
あ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ま
で
、

多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
２
０
１
７
年
の
「
福
岡
・
音
楽
の
秋
フェス
テ
ィ
バル
」
は
、
ま
ず
10
月
３
日

の
ラ
フ
ァ
ウ
・
ブ
レ
ハッ
チ
の
ピ
ア
ノ
・
リ
サ
イ
タ
ル
か
ら
始
ま
る
。
言
う
ま
で

も
な
く
、ブ
レハッ
チ
（
１
９
８
５
年
生
ま
れ
）
は
２
０
０
５
年
、第
15
回
の
シ
ョ

パン
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
の
優
勝
者
で
あ
り
、
そ
の
後
も
世
界
的
な
活
躍
を
続
け

て
い
る
。バッハ
、ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェン
、シ
ョパン
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
ブ
レハッ

チ
ら
し
い
も
の
で
、
古
典
を
大
切
に
す
る
彼
の
気
持
ち
が
表
れ
て
い
る
と
思

う
。

　
続
い
て
は
ク
リ
ス
チ
ャン
・
リ
ン
ド
バ
ー
グ
指
揮
の
ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
ア
ー
ク
テ
ィ
ッ

ク
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
。
ソ
リ
ス
ト
は
ピ
ア
ノ
の
ペ
ー
タ
ー
・
ヤ
ブ
ロ

ン
ス
キ
ー
が
同
行
す
る
。「
ア
ー
ク
テ
ィッ
ク
」
と
は
「
北
極
圏
の
」
と
い
う
意

味
で
、
２
０
０
９
年
に
結
成
さ
れ
た
新
し
い
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
で
あ
る
。
指
揮
者

の
リ
ン
ド
バ
ー
グ
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
生
ま
れ
で
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
奏
者
、
作
曲
家
と

し
て
も
活
躍
し
て
き
た
。
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
作
曲
家
グ
リ
ー
グ
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲

を
ヤ
ブ
ロ
ン
ス
キ
ー
が
演
奏
し
、
メ
イ
ン
は
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
交
響
曲
第
４

番
。
新
し
い
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
実
力
を
早
く
知
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
公
演

生
き
る
伝
説
的
ヴ
ィ
ル
ト
ゥ
オ
ー
ゾ
、
パ
ー
ル
マ
ン

イツァーク・パールマン

は
10
月
16
日
。

　
10
月
21
日
に
は
古
楽
の

雄
ラ
・
プ
テ
ィ
ッ
ト
・
バ
ン

ド
に
よ
る
ハ
イ
ド
ン
の
歌
劇

「
ラ
・
カ
ン
テ
リ
ー
ナ
（
歌

姫
）」
を
中
心
と
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
。
ハ
イ
ド
ン
は
実
は

た
く
さ
ん
の
オ
ペ
ラ
を
書
い

て
い
る
の
だ
が
、
ほ
と
ん
ど

演
奏
さ
れ
な
い
の
を
残
念

に
思
っ
て
き
た
。
な
の
で
、

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
と
て
も

楽
し
み
で
あ
る
。全
２
幕
で
、

４
人
の
歌
手
に
よ
っ
て
歌
わ

れ
る
小
規
模
の
作
品
だ
が
、

と
て
も
魅
力
的
な
音
楽
が

詰
ま
って
い
る
。

　
10
月
31
日
に
先
に
紹
介
し
た
パ
ー
ル
マ
ン
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
あ
り
、
11
月
15

日
に
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
立
歌
劇
場
に
よ
る
ド
ニ
ゼ
ッ
テ
ィ
「
ラ
ン
メ
ル
モ
ー
ル
の

ル
チ
ア
」の
公
演
が
あ
る
。ル
チ
ア
を
名
歌
手
ア
ン
ド
レ
ア・ロ
ス
ト
が
歌
う
が
、

こ
の
ベ
ル
カ
ン
ト
・
オ
ペ
ラ
の
最
高
傑
作
、
特
に
「
狂
乱
の
場
」
を
ど
う
彼
女

が
歌
う
の
か
、
楽
し
み
だ
。

　
そ
し
て
11
月
27
日
に
は
俊
英
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ジ
ョ
ル
ダ
ン
率
い
る
ウ
ィ
ー
ン

交
響
楽
団
が
最
後
を
飾
る
。ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
に
樫
本
大
進
（
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ

ル
の
コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス
タ
ー
）
を
起
用
し
、
メ
ン
デ
ル
ス
ゾ
ー
ン
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
協
奏
曲
と
マ
ー
ラ
ー
の
交
響
曲
第
１
番
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
速
報
だ
が
、

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ジ
ョ
ル
ダ
ン
が
２
０
２
０
年
か
ら
ウ
ィ
ー
ン
国
立
歌
劇
場
の
音
楽

監
督
に
就
任
す
る
こ
と

が
決
ま
っ
た
。
ま
さ
に

「
ウ
ィ
ー
ン
の
顔
」
と
な

る
ジ
ョ
ル
ダ
ン
の
姿
を
い

ち
早
く
チ
ェッ
ク
し
よ
う
。

　
駆
け
足
で
「
音
楽
の

秋
」
を
紹
介
し
た
。
読

者
の
皆
さ
ん
が
、
こ
の
中

の
ど
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
も

良
い
の
で
、
素
晴
ら
し
い

体
験
を
な
さ
る
こ
と
を

心
か
ら
望
ん
で
い
る
。
　

福岡・音楽の秋福岡・音楽の秋
フェスティバル2017フェスティバル2017

会場：福岡シンフォニーホール　ほか会場：福岡シンフォニーホール　ほか
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Q  

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ひ
と
つ
バ
ッ
ハ
の
「
４
つ

の
デ
ュ
エ
ッ
ト
」
は
、
今
年
２
月
に
リ
リ
ー
ス
さ

れ
た
ば
か
り
の
C
D
に
入
っ
て
い
ま
す
。
ブ
レ

ハ
ッ
チ
さ
ん
に
と
っ
て
初
め
て
の
バ
ッ
ハ
の
録
音

で
す
よ
ね
？

ブ
レ
ハ
ッ
チ
（
以
下
B
）
み
な
さ
ん
を
お
待
た
せ
し

て
し
ま
い
ま
し
た
（
笑
）。
や
っ
と
、
バ
ッ
ハ
の
曲

の
み
で
構
成
し
た
C
D
で
す
。
私
に
と
っ
て
こ
の

上
な
く
重
要
な
作
曲
家
な
の
で
大
き
な
喜
び
を
感

じ
て
い
ま
す
。
私
の
音
楽
の
勉
強
の
ス
タ
ー
ト
地

点
、
そ
れ
が
ヨ
ハ
ン
＝
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
バ
ッ

ハ
の
さ
ま
ざ
ま
な
楽
曲
で
し
た
。
オ
ル
ガ
ン
曲
に

魅
了
さ
れ
た
こ
と
が
す
べ
て
の
始
ま
り
で
す
。
当

初
私
は
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
に
な
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。

Q  

お
い
く
つ
の
と
き
で
す
か
？

B  

５
歳
か
６
歳
の
と
き
で
す
。
毎
週
日
曜
日
に
ミ
サ

に
参
加
し
て
い
て
、
あ
る
と
き
、
興
味
本
位
で
オ

ル
ガ
ン
を
弾
い
て
み
た
の
で
す
。
あ
の
と
き
の
、

あ
の
、
鳴
り
響
く
音
の
魅
力
は…
陶
酔
す
る
よ
う

な
感
覚
は
非
常
に
大
切
な
も
の
で
し
た
。
ピ
ア
ノ

で
バ
ッ
ハ
を
演
奏
す
る
と
き
、
大
切
に
し
て
い
る

の
は
あ
の
オ
ル
ガ
ン
の
音
の
記
憶
で
す
。

Q  

現
代
の
ピ
ア
ノ
で
バ
ッ
ハ
時
代
の
曲
を
弾
く
と

き
、
注
意
し
て
い
る
点
は
あ
り
ま
す
か
。

B  

私
は
ピ
ア
ノ
で
弾
く
と
き
に
も
オ
ル
ガ
ン
式
の

レ
ガ
ー
ト
（
音
と
音
と
の
間
を
切
ら
な
い
よ
う
に

滑
ら
か
に
演
奏
す
る
こ
と
）
を
用
い
ま
す
。
た
と

え
ば
、
ピ
ア
ノ
奏
法
だ
け
な
ら
ば
、
レ
ガ
ー
ト
に

し
た
け
れ
ば
右
の
足
の
ペ
ダ
ル
を
使
い
ま
す
が
、

オ
ル
ガ
ン
式
な
ら
こ
の
ペ
ダ
ル
の
助
け
を
借
り
な

く
て
も
手
の
指
だ
け
で
表
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

バ
ッ
ハ
の
曲
で
は
、
こ
の
奏
法
を
使
う
こ
と
が
で

き
る…

い
え
、
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
音
ど
う
し
の
つ
な
が

り
が
、
よ
り
き
っ
ち
り
と
明
る
く
な
り
、
バ
ロ
ッ

ク
式
に
な
る
の
で
す
。

Q  

次
に
、
シ
ョ
パ
ン
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
シ
ョ
パ

ン
・
コ
ン
ク
ー
ル
優
勝
か
ら
12
年
。
シ
ョ
パ
ン
探

求
に
関
し
て
、
ご
自
身
で
感
じ
る
進
化
は
あ
り
ま

す
か
？

B  

い
ま
自
分
は
ま
さ
に
進
化
の
最
中
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
の
作
曲
家
と
つ
ね
に
対
話
を
し
て
い
る
感

覚
、
と
言
え
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
、
彼
が
な
に
を

感
じ
て
い
る
の
か
、
な
ぜ
心
が
揺
れ
て
い
る
の
か

と
い
う
こ
と
を
、
音
を
通
し
て
受
け
止
め
て
い
く

よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
で
す
。
作
曲
家
の
感
動
や
意
図

を
理
解
で
き
、
そ
れ
を
生
き
生
き
と
再
現
で
き
る

か
。
そ
こ
に
不
自
然
さ
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、
自

分
自
身
の
直
感
、心
、人
格
や
経
験
、場
合
に
よ
っ

て
は
冒
険
を
、
織
り
込
ん
で
い
く
。
そ
の
よ
う
な

準
備
を
常
に
し
て
い
ま
す
。

Q  

か
な
り
の
来
日
回
数
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
好
き

な
日
本
食
は
あ
り
ま
す
か
？
ま
た
、
福
岡
で
の
演

奏
は
覚
え
て
い
ま
す
か
？

B  

ミ
ソ
・
ス
ー
プ
（
お
み
そ
汁
）
と
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ

が
大
好
物
で
す
。
福
岡
は
も
ち
ろ
ん
覚
え
て
い
ま

す
！
シ
ョ
パ
ン
・
コ
ン
ク
ー
ル
後
の
初
の
ツ
ア
ー

で
両
親
・
妹
と
一
緒
に
訪
ね
た
場
所
で
す
か
ら
。

皆
さ
ま
と
の
再
会
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。
よ
い
演

奏
を
い
た
し
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
10
月
に
！

　
２
０
１
７
年
は
北
欧
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
熱
い
。

独
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
は

既
に
タ
ン
ペ
レ
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
が

来
日
し
、
北
欧
な
ら
で
は
の
清
澄
で
み
ず
み
ず
し
い

サ
ウ
ン
ド
を
聴
か
せ
て
い
っ
た
が
、
隣
国
ノ
ル

ウ
ェ
ー
か
ら
も
未
知
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
や
っ
て
く

る
。
２
０
０
９
年
に
誕
生
し
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
ア
ー

ク
テ
ィ
ッ
ク
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
が
待

望
の
初
来
日
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
現
す
る
の
だ
。
６
億

６
千
万
円
（
２
０
０
９
年
当
時
）
の
文
化
予
算
が
投

入
さ
れ
た
こ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
、
世
界
中
か
ら
優

れ
た
演
奏
家
た
ち
を
集
め
、
た
ち
ま
ち
国
際
的
な
評

価
を
得
て
、
ゲ
ル
ギ
エ
フ
の
招
待
で
新
マ
リ
イ
ン
ス

キ
ー
劇
場
に
も
登
場
し
て
い
る
。
首
席
指
揮
者
の
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
・
リ
ン
ド
バ
ー
グ
は
日
本
で
も
人
気
の

高
い
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
奏
者
で
あ
り
、
読
売
日
本
交
響

楽
団
と
の
共
演
で
世
に
も
珍
し
い
「
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン

の
吹
き
振
り
」
を
実
践
し
て
く
れ
た
の
も
記
憶
に
新

し
い
。
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
広
い
心
を
持
ち
、
コ
ン
サ
ー

ト
で
は
つ
ね
に
わ
く
わ
く
し
た
瞬
間
を
演
出
し
て
く

れ
る
特
別
な
指
揮
者
だ
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、ノ
ル
ウ
ェ
ー

の
作
曲
家
オ
ー
レ
・
オ
ル

セ
ン
（
1
8
5
0
ー

1
9
2
7
）
の

「
ア
ー
ス
ガ
ル
ズ

の
騎
行
」、
グ

リ
ー
グ
「
ピ
ア

ノ
協
奏
曲
」、

チ
ャ
イ
コ
フ
ス

キ
ー
「
交
響
曲

第
４
番
」
と
い
っ

た
名
曲
が
並
ぶ
。

オ
ー
レ
・
オ
ル
セ
ン
は
知
る
人
ぞ
知
る
マ
ニ
ア
ッ
ク

な
作
曲
家
だ
が
、
リ
ン
ド
バ
ー
グ
は
オ
ル
セ
ン
作
品

の
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
も
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、

「
ア
ー
ス
ガ
ル
ズ…

」
で
は
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
『
ワ
ル

キ
ュ
ー
レ
の
騎
行
』
に
も
似
た
勇
壮
で
ワ
イ
ル
ド
な

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
堪
能
で
き
る
。
グ
リ
ー
グ
の
『
ピ

ア
ノ
協
奏
曲
』
で
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
出
身
の
天
才

肌
の
異
端
児
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
ペ
ー
タ
ー
・
ヤ
ブ
ロ
ン

ス
キ
ー
が
登
場
。
グ
リ
ー
グ
ゆ
か
り
の
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
と
い
え
ば
古
株
ベ
ル
ゲ
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

管
弦
楽
団
を
思
い
出
す
が
、
新
世
代
の
音
楽
集
団
で

あ
る
ア
ー
ク
テ
ィ
ッ
ク
・
フ
ィ
ル
の
「
お
国
も
の
」
も

聞
き
逃
せ
な
い
。
鉄
壁
の
メ
カ
ニ
ッ
ク
を
も
つ
ヤ
ブ

ロ
ン
ス
キ
ー
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
も
注
目
だ
。

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
「
交
響
曲 

第
４
番
」
は
、
創

立
か
ら
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
務
め
る
リ
ン
ド
バ
ー
グ

と
こ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
実
力
の
見
せ
所
で
、
既
に

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
『
交
響
曲 

第
５
番
』
を
新
マ

リ
イ
ン
ス
キ
ー
劇
場
で
大
成
功
さ
せ
て
い
る
だ
け

に
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
演
奏
が
期
待
で
き
そ
う
だ
。

　
世
界
的
な
躍
進
を
続
け
て
い
る
ア
ー
ク
テ
ィ
ッ

ク
・
フ
ィ
ル
の
背
後
に
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
と
い
う
国

の
文
化
水
準
の
高
さ
や
、
世
界
で
最
も
男
女
平
等
が

浸
透
し
て
い
る
先
進
性
が
あ
る
。
一
人
当
た
り
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
や
平
均
寿
命
が
高
く
、
就
学
率
・
成
人
識
字
率

も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
、
２
０
０
６
年
に
は
人
間
開
発

指
数
（
H
D
I
）
で
世
界
一
位
を
記
録
。
恵
ま
れ
た
文

化
的
環
境
の
中
で
、
人
間
性
の
高
い
リ
ー
ダ
ー
と
と

も
に
発
展
を
続
け
て
い
る 

ス
ー
パ
ー
・
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
が
、
聴
衆
に
与
え
る
も
の
は
計
り
知
れ
な

い
は
ず
だ
。

 19:00開演

10月16日（月）

※入場料ほかは P2 を
ご覧ください。

 19:00開演

10月3日（火）

※入場料ほかは P2 を
ご覧ください。

ペーター・ヤブロ
ンスキー

クリスチャン・

リンドバーグ

ノルウェー・アークティック・
フィルハーモニー管弦楽団

ラファウ・ブレハッチ
ピアノリサイタル

ノ
ル
ウ
ェ
ー
か
ら
初
上
陸

　台
頭
め
ざ
ま
し
い
未
来
派
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

ラファウ･ブレハッチ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
全
文
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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Interview

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ブ
レ
ハ
ッ
チ 

VS

　
　ヤ
ブ
ロ
ン
ス
キ
ー

こ
の
秋
気
に
な
る

音
メ
ン

　「
福
岡
・
音
楽
の
秋
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
７
」
に
登
場
す
る
二
人
の
ピ
ア
ニ

ス
ト
、
ラ
フ
ァ
ウ
・
ブ
レ
ハ
ッ
チ
と
ペ
ー

タ
ー
・
ヤ
ブ
ロ
ン
ス
キ
ー
。
ブ
レ
ハ
ッ
チ

は
ソ
ロ
・
リ
サ
イ
タ
ル
で
、
ヤ
ブ
ロ
ン
ス

キ
ー
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
ア
ー
ク
テ
ィ
ッ

ク
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
と
の

共
演
で
そ
れ
ぞ
れ
の
演
奏
を
披
露
す
る
。

１
９
８
５
年
生
ま
れ
の
ブ
レ
ハ
ッ
チ
と

１
９
７
１
年
生
ま
れ
の
ヤ
ブ
ロ
ン
ス

キ
ー
は
、
世
代
こ
そ
少
し
ば
か
り
違
う

が
、
い
ず
れ
も
世
界
一
流
の
ソ
リ
ス
ト

で
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
的
に
は
見
事
に
正
反

対
な
の
が
面
白
い
。

　
ポ
ー
ラ
ン
ド
生
ま
れ
の
ブ
レ
ハ
ッ
チ

は
幼
い
こ
ろ
か
ら
正
統
派
の
ク
ラ
シ
ッ

ク
・
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
祖
国
の
教
授
陣

か
ら
大
切
に
育
て
ら
れ
、
絵
本
に
出
て
く

る
よ
う
な
小
さ
な
村
で
、
４
歳
か
ら
教
会

の
オ
ル
ガ
ン
で
讃
美
歌
を
弾
い
て
い
た
。

２
０
０
５
年
の
シ
ョ
パ
ン
国
際
ピ
ア
ノ
・

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
圧
倒
的
な
高
得
点
で

優
勝
し
、
マ
ズ
ル
カ
賞
、
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
賞
、

コ
ン
チ
ェ
ル
ト
賞
の
ほ
か
、
ツ
ィ
メ
ル
マ

ン
が
ブ
レ
ハ
ッ
チ
の
た
め
に
作
っ
た
「
ソ

ナ
タ
賞
」
ま
で
を
総
な
め
。
32
歳
に
な
っ

た
今
も
「
深
窓
の
王
子
様
」
の
よ
う
な
、

繊
細
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
る
。

　
一
方
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
生
ま
れ
の

ヤ
ブ
ロ
ン
ス
キ
ー
は
、
最
初
天
才

パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ニ
ス
ト
と
し
て
頭
角
を

表
し
、
９
歳
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
ヴ
ァ
ン
ガ
ー
ド
や
ジ
ャ
ズ
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
で
バ
デ
ィ
・
リ
ッ
チ
や
サ

ド
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
と
共
演
。
か
の
マ
イ
ル

ス
・
デ
イ
ビ
ス
が
絶
賛
を
惜
し
ま
な
か
っ

た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
残
っ
て
い
る
。

ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
も
天
才
肌
だ
が
、
生

ま
れ
な
が
ら
の
リ
ズ
ム
感
と
ク
ラ
シ
ッ

ク
に
と
ど
ま
ら
な
い
グ
ル
ー
ヴ
の
セ
ン

ス
が
脚
光
を
浴
び
、
世
界
中
の
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
か
ら
ガ
ー
シ
ュ
ウ
ィ
ン
の
コ
ン

チ
ェ
ル
ト
の
オ
フ
ァ
ー
を
受
け
て
い
る
。

そ
の
カ
ッ
コ
よ
さ
はYoutube

の
映
像
で

も
証
明
済
み
だ
。

　
面
白
い
こ
と
に
、
二
人
と
も
「
ピ
ア
ノ

の
貴
公
子
」
と
呼
ば
れ
、
女
性
フ
ァ
ン
か

ら
の
支
持
が
非
常
に
高
い
。
楽
観
的
で
ワ

イ
ル
ド
な
ヤ
ブ
ロ
ン
ス
キ
ー
も
、
修
道
士

の
よ
う
な
聖
な
る
雰
囲
気
を
も
つ
ブ
レ

ハ
ッ
チ
も
、
女
心
に
ぐ
っ
と
く
る
「
プ
リ

ン
ス
オ
ー
ラ
」
を
発
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
比
べ
て
み
た
い
。

（
文…

小
田
島
久
恵
）

文
：
小
田
島  

久
恵
（
お
だ
じ
ま

　ひ
さ
え
）

音
楽
ラ
イ
タ
ー
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
オ
ペ
ラ
を

中
心
に
バ
レ
エ
、
映
画
、
演
劇
、
ポ
ッ
プ
ス

に
つ
い
て
の
評
論
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
執
筆
。

著
作
に
『
オ
ペ
ラ
テ
ィ
ッ
ク
!
女
子
的
オ
ペ

ラ
鑑
賞
の
す
す
め
』（
フ
ィ
ル
ム
ア
ー
ト
社
）。
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Q  

今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ひ
と
つ
バ
ッ
ハ
の
「
４
つ

の
デ
ュ
エ
ッ
ト
」
は
、
今
年
２
月
に
リ
リ
ー
ス
さ

れ
た
ば
か
り
の
C
D
に
入
っ
て
い
ま
す
。
ブ
レ

ハ
ッ
チ
さ
ん
に
と
っ
て
初
め
て
の
バ
ッ
ハ
の
録
音

で
す
よ
ね
？

ブ
レ
ハ
ッ
チ
（
以
下
B
）
み
な
さ
ん
を
お
待
た
せ
し

て
し
ま
い
ま
し
た
（
笑
）。
や
っ
と
、
バ
ッ
ハ
の
曲

の
み
で
構
成
し
た
C
D
で
す
。
私
に
と
っ
て
こ
の

上
な
く
重
要
な
作
曲
家
な
の
で
大
き
な
喜
び
を
感

じ
て
い
ま
す
。
私
の
音
楽
の
勉
強
の
ス
タ
ー
ト
地

点
、
そ
れ
が
ヨ
ハ
ン
＝
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
バ
ッ

ハ
の
さ
ま
ざ
ま
な
楽
曲
で
し
た
。
オ
ル
ガ
ン
曲
に

魅
了
さ
れ
た
こ
と
が
す
べ
て
の
始
ま
り
で
す
。
当

初
私
は
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
に
な
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。

Q  

お
い
く
つ
の
と
き
で
す
か
？

B  

５
歳
か
６
歳
の
と
き
で
す
。
毎
週
日
曜
日
に
ミ
サ

に
参
加
し
て
い
て
、
あ
る
と
き
、
興
味
本
位
で
オ

ル
ガ
ン
を
弾
い
て
み
た
の
で
す
。
あ
の
と
き
の
、

あ
の
、
鳴
り
響
く
音
の
魅
力
は…

陶
酔
す
る
よ
う

な
感
覚
は
非
常
に
大
切
な
も
の
で
し
た
。
ピ
ア
ノ

で
バ
ッ
ハ
を
演
奏
す
る
と
き
、
大
切
に
し
て
い
る

の
は
あ
の
オ
ル
ガ
ン
の
音
の
記
憶
で
す
。

Q  

現
代
の
ピ
ア
ノ
で
バ
ッ
ハ
時
代
の
曲
を
弾
く
と

き
、
注
意
し
て
い
る
点
は
あ
り
ま
す
か
。

B  

私
は
ピ
ア
ノ
で
弾
く
と
き
に
も
オ
ル
ガ
ン
式
の

レ
ガ
ー
ト
（
音
と
音
と
の
間
を
切
ら
な
い
よ
う
に

滑
ら
か
に
演
奏
す
る
こ
と
）
を
用
い
ま
す
。
た
と

え
ば
、
ピ
ア
ノ
奏
法
だ
け
な
ら
ば
、
レ
ガ
ー
ト
に

し
た
け
れ
ば
右
の
足
の
ペ
ダ
ル
を
使
い
ま
す
が
、

オ
ル
ガ
ン
式
な
ら
こ
の
ペ
ダ
ル
の
助
け
を
借
り
な

く
て
も
手
の
指
だ
け
で
表
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

バ
ッ
ハ
の
曲
で
は
、
こ
の
奏
法
を
使
う
こ
と
が
で

き
る…

い
え
、
使
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
音
ど
う
し
の
つ
な
が

り
が
、
よ
り
き
っ
ち
り
と
明
る
く
な
り
、
バ
ロ
ッ

ク
式
に
な
る
の
で
す
。

Q  

次
に
、
シ
ョ
パ
ン
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
シ
ョ
パ

ン
・
コ
ン
ク
ー
ル
優
勝
か
ら
12
年
。
シ
ョ
パ
ン
探

求
に
関
し
て
、
ご
自
身
で
感
じ
る
進
化
は
あ
り
ま

す
か
？

B  

い
ま
自
分
は
ま
さ
に
進
化
の
最
中
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
の
作
曲
家
と
つ
ね
に
対
話
を
し
て
い
る
感

覚
、
と
言
え
ば
い
い
で
し
ょ
う
か
、
彼
が
な
に
を

感
じ
て
い
る
の
か
、
な
ぜ
心
が
揺
れ
て
い
る
の
か

と
い
う
こ
と
を
、
音
を
通
し
て
受
け
止
め
て
い
く

よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
で
す
。
作
曲
家
の
感
動
や
意
図

を
理
解
で
き
、
そ
れ
を
生
き
生
き
と
再
現
で
き
る

か
。
そ
こ
に
不
自
然
さ
が
生
じ
な
い
よ
う
に
、
自

分
自
身
の
直
感
、心
、人
格
や
経
験
、場
合
に
よ
っ

て
は
冒
険
を
、
織
り
込
ん
で
い
く
。
そ
の
よ
う
な

準
備
を
常
に
し
て
い
ま
す
。

Q  

か
な
り
の
来
日
回
数
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
好
き

な
日
本
食
は
あ
り
ま
す
か
？
ま
た
、
福
岡
で
の
演

奏
は
覚
え
て
い
ま
す
か
？

B  

ミ
ソ
・
ス
ー
プ
（
お
み
そ
汁
）
と
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ

が
大
好
物
で
す
。
福
岡
は
も
ち
ろ
ん
覚
え
て
い
ま

す
！
シ
ョ
パ
ン
・
コ
ン
ク
ー
ル
後
の
初
の
ツ
ア
ー

で
両
親
・
妹
と
一
緒
に
訪
ね
た
場
所
で
す
か
ら
。

皆
さ
ま
と
の
再
会
が
待
ち
遠
し
い
で
す
。
よ
い
演

奏
を
い
た
し
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
10
月
に
！

　
２
０
１
７
年
は
北
欧
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
熱
い
。

独
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
は

既
に
タ
ン
ペ
レ
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
が

来
日
し
、
北
欧
な
ら
で
は
の
清
澄
で
み
ず
み
ず
し
い

サ
ウ
ン
ド
を
聴
か
せ
て
い
っ
た
が
、
隣
国
ノ
ル

ウ
ェ
ー
か
ら
も
未
知
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
や
っ
て
く

る
。
２
０
０
９
年
に
誕
生
し
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
ア
ー

ク
テ
ィ
ッ
ク
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
が
待

望
の
初
来
日
コ
ン
サ
ー
ト
を
実
現
す
る
の
だ
。
６
億

６
千
万
円
（
２
０
０
９
年
当
時
）
の
文
化
予
算
が
投

入
さ
れ
た
こ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
、
世
界
中
か
ら
優

れ
た
演
奏
家
た
ち
を
集
め
、
た
ち
ま
ち
国
際
的
な
評

価
を
得
て
、
ゲ
ル
ギ
エ
フ
の
招
待
で
新
マ
リ
イ
ン
ス

キ
ー
劇
場
に
も
登
場
し
て
い
る
。
首
席
指
揮
者
の
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
・
リ
ン
ド
バ
ー
グ
は
日
本
で
も
人
気
の

高
い
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
奏
者
で
あ
り
、
読
売
日
本
交
響

楽
団
と
の
共
演
で
世
に
も
珍
し
い
「
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン

の
吹
き
振
り
」
を
実
践
し
て
く
れ
た
の
も
記
憶
に
新

し
い
。
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
広
い
心
を
持
ち
、
コ
ン
サ
ー

ト
で
は
つ
ね
に
わ
く
わ
く
し
た
瞬
間
を
演
出
し
て
く

れ
る
特
別
な
指
揮
者
だ
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、ノ
ル
ウ
ェ
ー

の
作
曲
家
オ
ー
レ
・
オ
ル

セ
ン
（
1
8
5
0
ー

1
9
2
7
）
の

「
ア
ー
ス
ガ
ル
ズ

の
騎
行
」、
グ

リ
ー
グ
「
ピ
ア

ノ
協
奏
曲
」、

チ
ャ
イ
コ
フ
ス

キ
ー
「
交
響
曲

第
４
番
」
と
い
っ

た
名
曲
が
並
ぶ
。

オ
ー
レ
・
オ
ル
セ
ン
は
知
る
人
ぞ
知
る
マ
ニ
ア
ッ
ク

な
作
曲
家
だ
が
、
リ
ン
ド
バ
ー
グ
は
オ
ル
セ
ン
作
品

の
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
も
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、

「
ア
ー
ス
ガ
ル
ズ…

」
で
は
、
ワ
ー
グ
ナ
ー
の
『
ワ
ル

キ
ュ
ー
レ
の
騎
行
』
に
も
似
た
勇
壮
で
ワ
イ
ル
ド
な

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
堪
能
で
き
る
。
グ
リ
ー
グ
の
『
ピ

ア
ノ
協
奏
曲
』
で
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
出
身
の
天
才

肌
の
異
端
児
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
ペ
ー
タ
ー
・
ヤ
ブ
ロ
ン

ス
キ
ー
が
登
場
。
グ
リ
ー
グ
ゆ
か
り
の
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
と
い
え
ば
古
株
ベ
ル
ゲ
ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー

管
弦
楽
団
を
思
い
出
す
が
、
新
世
代
の
音
楽
集
団
で

あ
る
ア
ー
ク
テ
ィ
ッ
ク
・
フ
ィ
ル
の
「
お
国
も
の
」
も

聞
き
逃
せ
な
い
。
鉄
壁
の
メ
カ
ニ
ッ
ク
を
も
つ
ヤ
ブ

ロ
ン
ス
キ
ー
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
も
注
目
だ
。

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
「
交
響
曲 

第
４
番
」
は
、
創

立
か
ら
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
務
め
る
リ
ン
ド
バ
ー
グ

と
こ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
実
力
の
見
せ
所
で
、
既
に

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
『
交
響
曲 

第
５
番
』
を
新
マ

リ
イ
ン
ス
キ
ー
劇
場
で
大
成
功
さ
せ
て
い
る
だ
け

に
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
演
奏
が
期
待
で
き
そ
う
だ
。

　
世
界
的
な
躍
進
を
続
け
て
い
る
ア
ー
ク
テ
ィ
ッ

ク
・
フ
ィ
ル
の
背
後
に
は
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
と
い
う
国

の
文
化
水
準
の
高
さ
や
、
世
界
で
最
も
男
女
平
等
が

浸
透
し
て
い
る
先
進
性
が
あ
る
。
一
人
当
た
り
の
Ｇ

Ｄ
Ｐ
や
平
均
寿
命
が
高
く
、
就
学
率
・
成
人
識
字
率

も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
、
２
０
０
６
年
に
は
人
間
開
発

指
数
（
H
D
I
）
で
世
界
一
位
を
記
録
。
恵
ま
れ
た
文

化
的
環
境
の
中
で
、
人
間
性
の
高
い
リ
ー
ダ
ー
と
と

も
に
発
展
を
続
け
て
い
る 

ス
ー
パ
ー
・
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
が
、
聴
衆
に
与
え
る
も
の
は
計
り
知
れ
な

い
は
ず
だ
。

 19:00開演

10月16日（月）

※入場料ほかは P2 を
ご覧ください。

 19:00開演

10月3日（火）

※入場料ほかは P2 を
ご覧ください。

ペーター・ヤブロ
ンスキー

クリスチャン・

リンドバーグ

ノルウェー・アークティック・
フィルハーモニー管弦楽団

ラファウ・ブレハッチ
ピアノリサイタル

ノ
ル
ウ
ェ
ー
か
ら
初
上
陸

　台
頭
め
ざ
ま
し
い
未
来
派
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

ラファウ･ブレハッチ

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
全
文
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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Interview

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ブ
レ
ハ
ッ
チ 

VS

　
　ヤ
ブ
ロ
ン
ス
キ
ー

こ
の
秋
気
に
な
る

音
メ
ン

　「
福
岡
・
音
楽
の
秋
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
７
」
に
登
場
す
る
二
人
の
ピ
ア
ニ

ス
ト
、
ラ
フ
ァ
ウ
・
ブ
レ
ハ
ッ
チ
と
ペ
ー

タ
ー
・
ヤ
ブ
ロ
ン
ス
キ
ー
。
ブ
レ
ハ
ッ
チ

は
ソ
ロ
・
リ
サ
イ
タ
ル
で
、
ヤ
ブ
ロ
ン
ス

キ
ー
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
ア
ー
ク
テ
ィ
ッ

ク
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
と
の

共
演
で
そ
れ
ぞ
れ
の
演
奏
を
披
露
す
る
。

１
９
８
５
年
生
ま
れ
の
ブ
レ
ハ
ッ
チ
と

１
９
７
１
年
生
ま
れ
の
ヤ
ブ
ロ
ン
ス

キ
ー
は
、
世
代
こ
そ
少
し
ば
か
り
違
う

が
、
い
ず
れ
も
世
界
一
流
の
ソ
リ
ス
ト

で
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
的
に
は
見
事
に
正
反

対
な
の
が
面
白
い
。

　
ポ
ー
ラ
ン
ド
生
ま
れ
の
ブ
レ
ハ
ッ
チ

は
幼
い
こ
ろ
か
ら
正
統
派
の
ク
ラ
シ
ッ

ク
・
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
祖
国
の
教
授
陣

か
ら
大
切
に
育
て
ら
れ
、
絵
本
に
出
て
く

る
よ
う
な
小
さ
な
村
で
、
４
歳
か
ら
教
会

の
オ
ル
ガ
ン
で
讃
美
歌
を
弾
い
て
い
た
。

２
０
０
５
年
の
シ
ョ
パ
ン
国
際
ピ
ア
ノ
・

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
圧
倒
的
な
高
得
点
で

優
勝
し
、
マ
ズ
ル
カ
賞
、
ポ
ロ
ネ
ー
ズ
賞
、

コ
ン
チ
ェ
ル
ト
賞
の
ほ
か
、
ツ
ィ
メ
ル
マ

ン
が
ブ
レ
ハ
ッ
チ
の
た
め
に
作
っ
た
「
ソ

ナ
タ
賞
」
ま
で
を
総
な
め
。
32
歳
に
な
っ

た
今
も
「
深
窓
の
王
子
様
」
の
よ
う
な
、

繊
細
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
る
。

　
一
方
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
生
ま
れ
の

ヤ
ブ
ロ
ン
ス
キ
ー
は
、
最
初
天
才

パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ニ
ス
ト
と
し
て
頭
角
を

表
し
、
９
歳
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
ヴ
ァ
ン
ガ
ー
ド
や
ジ
ャ
ズ
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
で
バ
デ
ィ
・
リ
ッ
チ
や
サ

ド
・
ジ
ョ
ー
ン
ズ
と
共
演
。
か
の
マ
イ
ル

ス
・
デ
イ
ビ
ス
が
絶
賛
を
惜
し
ま
な
か
っ

た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
残
っ
て
い
る
。

ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
も
天
才
肌
だ
が
、
生

ま
れ
な
が
ら
の
リ
ズ
ム
感
と
ク
ラ
シ
ッ

ク
に
と
ど
ま
ら
な
い
グ
ル
ー
ヴ
の
セ
ン

ス
が
脚
光
を
浴
び
、
世
界
中
の
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
か
ら
ガ
ー
シ
ュ
ウ
ィ
ン
の
コ
ン

チ
ェ
ル
ト
の
オ
フ
ァ
ー
を
受
け
て
い
る
。

そ
の
カ
ッ
コ
よ
さ
はYoutube

の
映
像
で

も
証
明
済
み
だ
。

　
面
白
い
こ
と
に
、
二
人
と
も
「
ピ
ア
ノ

の
貴
公
子
」
と
呼
ば
れ
、
女
性
フ
ァ
ン
か

ら
の
支
持
が
非
常
に
高
い
。
楽
観
的
で
ワ

イ
ル
ド
な
ヤ
ブ
ロ
ン
ス
キ
ー
も
、
修
道
士

の
よ
う
な
聖
な
る
雰
囲
気
を
も
つ
ブ
レ

ハ
ッ
チ
も
、
女
心
に
ぐ
っ
と
く
る
「
プ
リ

ン
ス
オ
ー
ラ
」
を
発
し
て
い
る
の
だ
ろ

う
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
比
べ
て
み
た
い
。

（
文…

小
田
島
久
恵
）

文
：
小
田
島  

久
恵
（
お
だ
じ
ま

　ひ
さ
え
）

音
楽
ラ
イ
タ
ー
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
オ
ペ
ラ
を

中
心
に
バ
レ
エ
、
映
画
、
演
劇
、
ポ
ッ
プ
ス

に
つ
い
て
の
評
論
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
執
筆
。

著
作
に
『
オ
ペ
ラ
テ
ィ
ッ
ク
!
女
子
的
オ
ペ

ラ
鑑
賞
の
す
す
め
』（
フ
ィ
ル
ム
ア
ー
ト
社
）。

研 

究 

室

Fukuoka Music Festival in Autumn ２０1７福岡・音楽の秋フェスティバル２０1７
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曲目・演目アイコンの説明： 会場 時間 料金 出演・講師 テーマ・内容 コース 対象

お問い合わせ 新・福岡古楽音楽祭実行委員会  092-725-9327　 チケットはアクロス福岡チケットセンター（092-725-9112）で好評発売中!http://www.kogaku.net/

会場 ■ アクロス福岡（福岡市中央区天神1-1-1）  ■ あいれふ（福岡市中央区舞鶴2-5-1）

　※当日要受付コンサート セミナー

コミュニケーションエリア
12:15～13:00
バロック・ヴァイオリン／廣末真也、倉田輝美　
バロック・ヴィオラ／松隈聡子
バロック・チェロ／山田慧
スカルラッティ：4声のためのソナタ　ほか

特別編
アクロス福岡・フロアコンサートvol.446

入場無料

鑑賞無料

鑑賞無料

音楽祭期間中に各会場で楽器やＣＤ等を展示・販売致します。
クラシカルクラリネット、バセットホルン、
フラウト・トラヴェルソバロック・ヴァイオリン、リコーダー　ほか

古楽器等展示

プレコンサート

今
年
の
目
玉
は
ハ
イ
ド
ン
の
「
ラ
・
カ
ン
テ
リ
ー
ナ
」
！

　
　
　
　
　
　
　
　
当
時
の
優
雅
で
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ
を
再
現
す
る

　
10
月
20
日
〜
22
日
の
３
日
間
、
恒
例
の
新
・
福
岡
古
楽
音
楽
祭
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
今
年
の
目
玉
は
、
ベル
ギ
ー
の
古
楽
団
体
「
ラ・プ
テ
ィッ
ト・バン
ド
」

が
、21
日
の
コン
サ
ー
ト
で
上
演
す
る
ハ
イ
ド
ン
の
歌
劇
「
ラ・カ
ン
テ
リ
ー
ナ
（
歌

姫
）」。 

　
ハ
イ
ド
ン
の
オ
ペ
ラ
は
、
ヨ
ー
ロッパで
も
滅
多
に
演
奏
さ
れ
る
機
会
が
な
く
、

上
演
さ
れ
る
こ
と
自
体
貴
重
な
の
で
す
が
、
そ
れ
を
、ハ
イ
ド
ン
時
代
の
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
の
響
き
を
再
現
し
た
ラ
・
プ
テ
ィッ
ト
・
バン
ド
と
歌
手
た
ち
の
演
奏

で
聴
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
だ
か
ら
、
こ
れ
は
聴
き
逃
す
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
。 

　

　
演
奏
時
間
が
約
50
分
と
手
頃
な
長
さ
で
日
本
語
字
幕
が
付
く
の
で
、
初
め

て
オ
ペ
ラ
を
聴
く
と
い
う
方
も
心
配
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ラ
・
プ
テ
ィッ

ト
・
バン
ド
が
ス
テ
ー
ジ
の
上
に
乗
って
、
歌
手
た
ち
が
そ
の
前
で
演
技
を
す
る

形
な
の
で
、
古
楽
器
の
演
奏
シ
ー
ン
を
見
な
が
ら
オ
ペ
ラ
を
観
る
と
い
う
ぜ
い

た
く
な
楽
し
み
方
も
可
能
に
な
り
ま
す
。 

　
し
か
も
、
こ
の
日
の
コン
サ
ー
ト
で
は
、「
ラ・カ
ン
テ
リ
ー
ナ
」
だ
け
で
な
く
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
交
響
曲
第
27
番
と
デ
ィ
ヴ
ェル
テ
ィ
メ
ン
ト
第
７
番
も
演
奏
さ

れ
る
と
の
こ
と
。一晩
で
、
世
界
最
高
の
古
楽
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
オ
ペ
ラ
と

管
弦
楽
曲
を
聴
く
こ
と

が
で
き
る
と
は
、
な
ん
と

ぜ
い
た
く
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
な

の
で
し
ょ
う
。 

　

　
ほ
か
に
、20
日
に
は
、ラ・プ
テ
ィッ

ト
・
バン
ド
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
と
ハ
イ
ド
ン
の
弦
楽
四
重
奏
曲
の
コン
サ
ー
ト
も
開
か
れ
る
の
で
、
こ
ち
ら
も

必
聴
で
す
。ハ
イ
ド
ン
の
オ
ペ
ラ
も
そ
う
で
す
が
、
古
典
派
時
代
の
作
品
を
ピ
リ

オ
ド
楽
器
で
演
奏
す
る
と
き
は
、
バロッ
ク
時
代
の
曲
を
演
奏
す
る
と
き
と
は

ピ
ッ
チ
や
フ
レ
ー
ズ
の
と
り
方
が
違
う
の
で
、
そ
の
点
に
注
目
し
て
鑑
賞
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
18
日
の
プ
レコン
サ
ー
ト
で
は
、
ラ
・
プ
テ
ィッ
ト
・
バン
ド
の
リ
ー

ダ
ー
で
あ
る
ク
イ
ケ
ン
が
バロッ
ク
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
演
奏
し
ま
す
か
ら
、
古

典
派
の
弾
き
方
と
比
べて
み
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。 

　

　
音
楽
祭
で
は
、
ラ
・
プ
テ
ィ
ッ
ト
・
バン
ド
以
外
に
も
、
ソ
プ
ラ
ノ
の
野
々
下

由
香
里
と
チェン
バロ
の
大
塚
直
哉
の
コン
サ
ー
ト
の
ほ
か
、
リ
コ
ー
ダ
ー
の
太
田

光
子
、
フ
ラ
ウ
ト
・
ト
ラ
ヴ
ェル
ソ
の
前
田
り
り
子
や
コン
サ
ー
ト
の
出
演
者
に

よ
る
マス
タ
ー
ク
ラ
ス
、
古
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
合
唱
の
古
楽
セ
ミ
ナ
ー
、
リ
コ
ー

ダ
ー
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
が
開
催
さ
れ
る
の
で
、
古
楽
の
第一線
で
活
躍
す
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
レ
ッ
スン
を
通
し
て
、
彼
ら
の
音
楽
の
作
り
方
に
触
れ
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
例
年
ど
お
り
、
愛
好
家
た
ち
に
よ
る
古
楽
コン
サ
ー
ト
、
古
楽
器
や

Ｃ
Ｄ
の
展
示
・
販
売
も
あ
る
の
で
、
お
祭
り
気
分
で
気
軽
に
足
を
運
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
？
　
き
っ
と
古
楽
の
幅
広
い
魅
力
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
よ
。 

佐
伯

　茂
樹
（
さ
え
き
し
げ
き
）

音
楽
評
論
家
、
古
楽
器
奏
者
。

ク
ラ
シ
カ
ル
・
プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ
東
京
ト

ロ
ン
ボ
ー
ン
奏
者
。「
音
楽
の
友
」
で

連
載
執
筆
中
。「
レ
コ
ー
ド
芸
術
」
月

評
担
当
。
著
書
多
数
。
元
東
京
藝

術
大
学
非
常
勤
講
師
。
最
新
刊
は

「
名
曲
の
真
相
」（
ア
カ
デ
ミ
ア・
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
）。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　バロック音楽に欠かすことのできないチェンバロ。きらめくような華麗な音色が魅力の楽器です。
チェンバロは、鍵盤を押すと爪が上がって弦を弾く構造ですが、同じように弦を弾（はじ）くギターや
ハープよりも音色が金属質で華やかです。その理由としては、チェンバロの弦の材質が、ガット弦のよ
うな柔らかいものではなく、真鍮などの金属でできていることが挙げられます。真鍮は、トランペットと
同じ材質。発音原理は違いますが、輝かしい音という点ではどこか共通点があるのかもしれません。
実は、バロック時代は真鍮は貴重な金属でした。王侯貴族の楽器だからこそ、そうした材質をふんだ
んに使用することができたのでしょうね。

はじ

しんちゅう

チェンバロこばなし

©Higashi Akitoshi

10/18
 ［水］

10/19
 ［木］

福岡シンフォニーホール
12:00開演
J.S.バッハ：「6つの無伴奏ヴァイオリン・ソナタ」より
　　　　　無伴奏パルティータ第3番、第2番
全席指定1,000円

シギスヴァルト・クイケン　ヴァイオリンリサイタル
アクロス・ランチタイムコンサートvol.60

10/20
 ［金］ あいれふホール　　19:00開演

モーツァルト：弦楽四重奏曲 K.464、K.575　ほか
全席自由  一般 3,500 円（学生 1,000 円）

ラ・プティット・バンドによる
ストリング・カルテット

室内楽コンサート
マスタークラス

10/21
 ［土］

10/22
 ［日］

国際会議場
13:00 ～
古楽愛好家によるリレーコンサート

古楽ステージ《第 1 部》

ラ・プティット・バンド「ラ・カンテリーナ」

あいれふ講堂
12:30 ～ 18:00
　リコーダー／太田光子　
　声楽／野々下由香里

古楽セミナー（合唱）
アクロス福岡内　　9:45 ～ 14:30
安積道也
ネウマ譜で歌うグレゴリオ聖歌

マスタークラス
アクロス福岡内　　10:00 ～ 15:30
　フラウト・トラヴェルソ／前田りり子
　リコーダー／太田光子
　声楽／野々下由香里　チェンバロ／大塚直哉

福岡シンフォニーホール
16:00開演
モーツァルト：交響曲 第 27 番、ディヴェルティメント 第 7 番
ハイドン：歌劇「ラ・カンテリーナ（歌姫）」　
S 席 6,000 円　
A 席 4,000 円（学生券 2,000 円）

※出演者の募集は
　終了しました

※出演者の募集は
　終了しました古楽ステージ《第 2 部》

国際会議場　　10:00 ～
古楽愛好家によるリレーコンサート

国際会議場　　15:00開演
カッチーニ：アマリッリ　イングランド民謡：グリーンスリーヴス　ほか
全席自由 1,500 円

野々下由香里 & 大塚直哉　
歌とチェンバロのコンサート「ヨーロッパお国巡り」

※聴講のみです。受講生の募集は終了いたしました。

リコーダー・ワークショップ

マスタークラス
アクロス福岡内
10:00 ～ 14:30
　バロック・ヴァイオリン／シギスヴァルト・クイケン

コミュニケーションエリア
【10/16㈪～22㈰】10:00 ～ 18:00（最終日16:00まで）

あいれふロビー
【10/20㈮】13:30 ～ 20:30 
アクロス福岡国際会議場

【10/21㈯】10:00 ～ 15:30 
【10/22㈰】10:00 ～ 16:00

新・福岡古楽音楽祭2017パネル展
「わが国の古楽祭あれこれ」

聴講
無料

アクロス福岡内　　9:45 ～ 15:00
岩田耕作
シャルパンティエ：歌劇「花咲ける芸術」　より

野々下由香里

大塚直哉

ⒸMariko Kubo

ⒸE.SHINOHARA

Fukuoka Early Music Festival 2017

音楽祭新・福岡

2017.10/20［金］～ 22［日］
ピリオド楽器によるハイドン＆モーツァルト
～ラ・プティット・バンドを迎えて～

F ukuoka Early  Music  Fest ival  2017

10.21

10.18

La Petite Bande
La Canterina

Sigiswald Kuiken
円形ホール
10:00 ～ 13:00
太田光子
小学生～大学生

古楽セミナー（古楽アンサンブル）
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スカルラッティ：4声のためのソナタ　ほか

特別編
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入場無料

鑑賞無料

鑑賞無料

音楽祭期間中に各会場で楽器やＣＤ等を展示・販売致します。
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今
年
の
目
玉
は
ハ
イ
ド
ン
の
「
ラ
・
カ
ン
テ
リ
ー
ナ
」
！

　
　
　
　
　
　
　
　
当
時
の
優
雅
で
楽
し
い
ス
テ
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ジ
を
再
現
す
る

　
10
月
20
日
〜
22
日
の
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間
、
恒
例
の
新
・
福
岡
古
楽
音
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が
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催
さ

れ
ま
す
。
今
年
の
目
玉
は
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の
古
楽
団
体
「
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ド
」

が
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日
の
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サ
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ト
で
上
演
す
る
ハ
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ド
ン
の
歌
劇
「
ラ・カ
ン
テ
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ナ
（
歌
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）」。 
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ン
の
オ
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は
、
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ー
ロッパで
も
滅
多
に
演
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れ
る
機
会
が
な
く
、

上
演
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れ
る
こ
と
自
体
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重
な
の
で
す
が
、
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れ
を
、ハ
イ
ド
ン
時
代
の
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ー

ケ
ス
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ラ
の
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き
を
再
現
し
た
ラ
・
プ
テ
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ト
・
バン
ド
と
歌
手
た
ち
の
演
奏

で
聴
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
だ
か
ら
、
こ
れ
は
聴
き
逃
す
わ
け
に
は
い
き

ま
せ
ん
。 

　

　
演
奏
時
間
が
約
50
分
と
手
頃
な
長
さ
で
日
本
語
字
幕
が
付
く
の
で
、
初
め

て
オ
ペ
ラ
を
聴
く
と
い
う
方
も
心
配
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ラ
・
プ
テ
ィッ

ト
・
バン
ド
が
ス
テ
ー
ジ
の
上
に
乗
って
、
歌
手
た
ち
が
そ
の
前
で
演
技
を
す
る

形
な
の
で
、
古
楽
器
の
演
奏
シ
ー
ン
を
見
な
が
ら
オ
ペ
ラ
を
観
る
と
い
う
ぜ
い

た
く
な
楽
し
み
方
も
可
能
に
な
り
ま
す
。 

　
し
か
も
、
こ
の
日
の
コン
サ
ー
ト
で
は
、「
ラ・カ
ン
テ
リ
ー
ナ
」
だ
け
で
な
く
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
交
響
曲
第
27
番
と
デ
ィ
ヴ
ェル
テ
ィ
メ
ン
ト
第
７
番
も
演
奏
さ

れ
る
と
の
こ
と
。一晩
で
、
世
界
最
高
の
古
楽
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
よ
る
オ
ペ
ラ
と

管
弦
楽
曲
を
聴
く
こ
と

が
で
き
る
と
は
、
な
ん
と

ぜ
い
た
く
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
な

の
で
し
ょ
う
。 

　

　
ほ
か
に
、20
日
に
は
、ラ・プ
テ
ィッ

ト
・
バン
ド
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
と
ハ
イ
ド
ン
の
弦
楽
四
重
奏
曲
の
コン
サ
ー
ト
も
開
か
れ
る
の
で
、
こ
ち
ら
も

必
聴
で
す
。ハ
イ
ド
ン
の
オ
ペ
ラ
も
そ
う
で
す
が
、
古
典
派
時
代
の
作
品
を
ピ
リ

オ
ド
楽
器
で
演
奏
す
る
と
き
は
、
バロッ
ク
時
代
の
曲
を
演
奏
す
る
と
き
と
は

ピ
ッ
チ
や
フ
レ
ー
ズ
の
と
り
方
が
違
う
の
で
、
そ
の
点
に
注
目
し
て
鑑
賞
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
18
日
の
プ
レコン
サ
ー
ト
で
は
、
ラ
・
プ
テ
ィッ
ト
・
バン
ド
の
リ
ー

ダ
ー
で
あ
る
ク
イ
ケ
ン
が
バロッ
ク
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
演
奏
し
ま
す
か
ら
、
古

典
派
の
弾
き
方
と
比
べて
み
る
と
い
い
で
し
ょ
う
。 

　

　
音
楽
祭
で
は
、
ラ
・
プ
テ
ィ
ッ
ト
・
バン
ド
以
外
に
も
、
ソ
プ
ラ
ノ
の
野
々
下

由
香
里
と
チェン
バロ
の
大
塚
直
哉
の
コン
サ
ー
ト
の
ほ
か
、
リ
コ
ー
ダ
ー
の
太
田

光
子
、
フ
ラ
ウ
ト
・
ト
ラ
ヴ
ェル
ソ
の
前
田
り
り
子
や
コン
サ
ー
ト
の
出
演
者
に

よ
る
マス
タ
ー
ク
ラ
ス
、
古
楽
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
合
唱
の
古
楽
セ
ミ
ナ
ー
、
リ
コ
ー

ダ
ー
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
が
開
催
さ
れ
る
の
で
、
古
楽
の
第一線
で
活
躍
す
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
レ
ッ
スン
を
通
し
て
、
彼
ら
の
音
楽
の
作
り
方
に
触
れ
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
例
年
ど
お
り
、
愛
好
家
た
ち
に
よ
る
古
楽
コン
サ
ー
ト
、
古
楽
器
や

Ｃ
Ｄ
の
展
示
・
販
売
も
あ
る
の
で
、
お
祭
り
気
分
で
気
軽
に
足
を
運
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
？
　
き
っ
と
古
楽
の
幅
広
い
魅
力
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
い
ま
す
よ
。 

佐
伯

　茂
樹
（
さ
え
き
し
げ
き
）

音
楽
評
論
家
、
古
楽
器
奏
者
。

ク
ラ
シ
カ
ル
・
プ
レ
イ
ヤ
ー
ズ
東
京
ト

ロ
ン
ボ
ー
ン
奏
者
。「
音
楽
の
友
」
で

連
載
執
筆
中
。「
レ
コ
ー
ド
芸
術
」
月

評
担
当
。
著
書
多
数
。
元
東
京
藝

術
大
学
非
常
勤
講
師
。
最
新
刊
は

「
名
曲
の
真
相
」（
ア
カ
デ
ミ
ア・
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
）。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　バロック音楽に欠かすことのできないチェンバロ。きらめくような華麗な音色が魅力の楽器です。
チェンバロは、鍵盤を押すと爪が上がって弦を弾く構造ですが、同じように弦を弾（はじ）くギターや
ハープよりも音色が金属質で華やかです。その理由としては、チェンバロの弦の材質が、ガット弦のよ
うな柔らかいものではなく、真鍮などの金属でできていることが挙げられます。真鍮は、トランペットと
同じ材質。発音原理は違いますが、輝かしい音という点ではどこか共通点があるのかもしれません。
実は、バロック時代は真鍮は貴重な金属でした。王侯貴族の楽器だからこそ、そうした材質をふんだ
んに使用することができたのでしょうね。

はじ

しんちゅう

チェンバロこばなし

©Higashi Akitoshi

10/18
 ［水］

10/19
 ［木］

福岡シンフォニーホール
12:00開演
J.S.バッハ：「6つの無伴奏ヴァイオリン・ソナタ」より
　　　　　無伴奏パルティータ第3番、第2番
全席指定1,000円

シギスヴァルト・クイケン　ヴァイオリンリサイタル
アクロス・ランチタイムコンサートvol.60

10/20
 ［金］ あいれふホール　　19:00開演

モーツァルト：弦楽四重奏曲 K.464、K.575　ほか
全席自由  一般 3,500 円（学生 1,000 円）

ラ・プティット・バンドによる
ストリング・カルテット

室内楽コンサート
マスタークラス

10/21
 ［土］

10/22
 ［日］

国際会議場
13:00 ～
古楽愛好家によるリレーコンサート

古楽ステージ《第 1 部》

ラ・プティット・バンド「ラ・カンテリーナ」

あいれふ講堂
12:30 ～ 18:00
　リコーダー／太田光子　
　声楽／野々下由香里

古楽セミナー（合唱）
アクロス福岡内　　9:45 ～ 14:30
安積道也
ネウマ譜で歌うグレゴリオ聖歌

マスタークラス
アクロス福岡内　　10:00 ～ 15:30
　フラウト・トラヴェルソ／前田りり子
　リコーダー／太田光子
　声楽／野々下由香里　チェンバロ／大塚直哉

福岡シンフォニーホール
16:00開演
モーツァルト：交響曲 第 27 番、ディヴェルティメント 第 7 番
ハイドン：歌劇「ラ・カンテリーナ（歌姫）」　
S 席 6,000 円　
A 席 4,000 円（学生券 2,000 円）

※出演者の募集は
　終了しました

※出演者の募集は
　終了しました古楽ステージ《第 2 部》

国際会議場　　10:00 ～
古楽愛好家によるリレーコンサート

国際会議場　　15:00開演
カッチーニ：アマリッリ　イングランド民謡：グリーンスリーヴス　ほか
全席自由 1,500 円

野々下由香里 & 大塚直哉　
歌とチェンバロのコンサート「ヨーロッパお国巡り」

※聴講のみです。受講生の募集は終了いたしました。

リコーダー・ワークショップ

マスタークラス
アクロス福岡内
10:00 ～ 14:30
　バロック・ヴァイオリン／シギスヴァルト・クイケン

コミュニケーションエリア
【10/16㈪～22㈰】10:00 ～ 18:00（最終日16:00まで）

あいれふロビー
【10/20㈮】13:30 ～ 20:30 
アクロス福岡国際会議場

【10/21㈯】10:00 ～ 15:30 
【10/22㈰】10:00 ～ 16:00

新・福岡古楽音楽祭2017パネル展
「わが国の古楽祭あれこれ」

聴講
無料

アクロス福岡内　　9:45 ～ 15:00
岩田耕作
シャルパンティエ：歌劇「花咲ける芸術」　より

野々下由香里

大塚直哉

ⒸMariko Kubo

ⒸE.SHINOHARA

Fukuoka Early Music Festival 2017

音楽祭新・福岡

2017.10/20［金］～ 22［日］
ピリオド楽器によるハイドン＆モーツァルト
～ラ・プティット・バンドを迎えて～

F ukuoka Early  Music  Fest ival  2017

10.21

10.18

La Petite Bande
La Canterina

Sigiswald Kuiken
円形ホール
10:00 ～ 13:00
太田光子
小学生～大学生

古楽セミナー（古楽アンサンブル）



ワークショップ

場　所　コミュニケーションエリア
体験料　各回1,500円（共通）

10/9（月・祝）～10/15（日）
※詳細はP11をご覧ください。

ステンドグラス作り体験
10月9日（月・祝）・14日（土）
11：00～14：00（販売有り）

陶芸体験
10月11日（水）・13日（金）
14：00～15：00

那珂川町の魅力PR展　関連イベント

那珂川町の
魅力PR展

おすすめイベント Music &  Culture
Must-see events今月の

曲目・演目アイコンの説明： 会場 時間 料金 出演・講師 テーマ・内容

火310/

同世代最高のショパン弾きと謳われるブレハッチの
原点はバッハにあり！

ラファウ・ブレハッチ　ピアノリサイタル

水1810/

シギスヴァルト・クイケンの古楽器による正統的なバッハ

アクロス・ランチタイムコンサートvol.60　新・福岡古楽音楽祭プレコンサート
シギスヴァルト・クイケン　ヴァイオリンリサイタル

M
音 楽

福岡シンフォニーホール　　 19:00開演
全席指定 6,000円（学生券 3,000円）
J. S. バッハ：《4つのデュエット》
　　　　　　第1番～第4番
ベートーヴェン：ロンド ト長調 Op. 51 No. 2
　　　　　　　ピアノ・ソナタ 第3番 ハ長調 Op. 2 No. 3
F. ショパン：幻想曲 ヘ短調 Op. 49
　　　　　  夜想曲 第14番 嬰ヘ短調 Op.48 No. 2
　　　　　  ピアノ・ソナタ 第2番 変ロ短調「葬送行進曲」Op. 35

福岡シンフォニーホール　　12:00開演
全席指定：1,000円
J.S.バッハ：「６つの無伴奏ヴァイオリン・ソナタ」より
　　　　　　　無伴奏パルティータ第3番、第2番

　ショパンコンクール完全制覇から12年、アクロス福岡では7年
ぶりの登場となるラファウ・ブレハッチ。以前のインタビュー
で、お客さまとともに美しい音楽を分かち合うことは、自身の人
生にとってとても意味があると語っていたその気持ちの通り、
聴衆の心をキャッチした演奏がさらに深化し迎える今回のリサ
イタル。ショパンの作品は当然ながら、バッハの作品にも注目で
す。
　教会のオルガニストを務めていたというショパンと、4歳から
教会のオルガンを弾きはじめ、バッハの作品に触れていたとい
うブレハッチの2人には、出身国だけでない共通点があるのかも
しれません。軽やかながらも芯のある音色、バッハからベートー
ヴェン、ショパンへと続く音楽を、今秋お聴き逃しなく。

　10月20日（金）から3日間開催される新・福岡古楽音楽祭に「ラ・プテット・バン
ド」を率いて来福するシギスヴァルト・クイケン。そのクイケンが、音楽祭に先立
ち特別に開くソロ・リサイタルとして、ランチタイムコンサートに登場します。
　彼はかつて盟友グスタフ・レオンハルト、フランス・ブリュッヘンらとともに､
バロック音楽の世界に「古楽」という新しい地平を切り開きました。現在では少な
くなりましたが、かつてはバッハの音楽に、ロマンティックな感情を込めて自由
に演奏する奏者が多かったなか、クイケンは、バッハが生きていた時代に使われ
ていたガット弦、ふっくらと弧を描いた弓、顎あてを使わない奏法で、ひたすら
バッハが求めていた響きを追求してきました｡有名な無伴奏パルティータ第2番
「シャコンヌ」を含む無伴奏ヴァイオリン･パルティータを通して、バッハの音楽
の神髄に触れ、新たな感動を味わってください。

M
音 楽

音 楽Music アクロス福岡チケットセンター ☎ 092-725-9112 文化観光情報ひろば ☎ 092-725-9100
文 化Culture

特別展／平成29年度吉野ヶ里歴史公園 特別企画展
　　　　『よみがえる邪馬台国』「邪馬台国と筑紫の宝庫 朝倉」
場所／吉野ヶ里歴史公園
会期／平成29年9月23日（土・祝）～平成29年11月12日（日）

展覧会

特別展／「ロシア科学アカデミー図書館所蔵　川原慶賀の植物図譜」
場所／長崎歴史文化博物館
会期／平成29年10月7日（土）～平成29年11月26日（日）　※10月30日（月）休館

500円14:00～15:30（要事前申込・先着70名）セミナー室２アクロス・文化学び塾

発掘された朝倉の国と吉野ヶ里土1410/

長崎の絵師・川原慶賀の画業について
けい  が

土2810/

「筑紫の宝庫 朝倉」とは！？

九州山口地域の美術館、博物館で開催される催し物の事前レクチャー講座! C
文 化

　朝倉地域は、弥生中期から後期の大規模な環壕集落が発掘された平塚川
添遺跡（朝倉市）、鮮やかに丹塗りされた祭祀土器群が出土した栗山遺跡（同
市）、国内での出土例がきわめて少ない中国式銅剣が発見された中寒水屋敷
遺跡（同市）をはじめ、数多く弥生時代の遺跡が所在し、「筑紫の宝庫」とも
呼ばれています。また、この地域は、邪馬台国（九州説）の有力候補地であ
る筑後地域や八女地域の北側にあたり、邪馬台国の所在地を考える上で
重要な地域でもあり、「邪馬台国朝倉説」を唱える研究者もいます。
　今回の講座では、朝倉地域に焦点を当て、代表する弥生遺跡の特色や出
土資料から、この地域に想定される「朝倉の国」や吉野ヶ里遺跡との関係
について紹介します。

川原慶賀の人物像に迫る！

　長崎の絵師・川原慶賀（1786？～1860？）は、日
本人の立ち入りが厳しく制限されていた出島へ
自由に出入りができる「出島出入絵師」として膨
大な数の絵画作品を制作しました。とりわけ深い
交流をもったのが、ドイツ人の医師で博物学者
だったフィリップ・フランツ・フォン・シーボルト（1796
～1866）。日本の自然や生活文化に関心を抱い
ていたシーボルトの要求に応え、慶賀は写生画
から風俗画にいたるまでさまざまなタイプの作品
を描いていったのです。
　しかしながら慶賀の人物像を明らかにする資
料は少なく、画業の多くはいまだ謎に包まれています。本講座では、国内外に所蔵されてい
る作品を通して、慶賀の眼が何を見つめ、それをどのように写しとっていたのかを探ります。

森田孝志（吉野ヶ里公園管理センター・歴史専門員）

五味俊晶（長崎歴史文化博物館・研究員）

展覧会

に ぬ

なかそうずやしき

中国式銅剣
（朝倉市中寒水屋敷遺跡出土）

【福岡県指定文化財】

川原慶賀「長崎港図」（長崎歴史文化博物館）

川原慶賀「ムベ」　ロシア科学アカデミー図書館蔵
《Russian Academy of Sciences Library》.

St.Petersburg 2017

三角縁神獣鏡

（朝倉市神蔵古墳出土）
【福岡県指定文化財】

さんかくぶちしんじゅうきょう

かんのくら

入場無料

M
音 楽

アクロス福岡フロアコンサート
vol.446  特別編

10/19木 M
音 楽

ミュージック☆ファクトリーvol.76
トワイライト・マンドリンコンサート
－古楽の夕べに寄せて－

10/22日

コミュニケーションエリア
12:15 ～ 13:00

中村雅子（音楽ライター） バロック・ヴァイオリン／廣末真也、倉田輝美
バロック・ヴィオラ／松隈聡子
バロック・チェロ／山田慧

「ショパンコンクール」とは何なのか？
対象曲／ショパン：ピアノ・ソナタ第2番
　　　   「葬送行進曲」　ほか

円形ホール
11:00 ～ 12:30
※当日先着100名

Acrosクラシック・カフェ

M
音 楽火10/17

スカルラッティ：４声のためのソナタ　ほか

コミュニケーションエリア
17:30
福岡シンフォニックマンドリン
アンサンブル
モーツァルト：アイネ・クライネ・
ナハトムジークより 第1楽章　ほか

©Marco Borggreve

©Higashi Akitoshi
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ワークショップ

場　所　コミュニケーションエリア
体験料　各回1,500円（共通）

10/9（月・祝）～10/15（日）
※詳細はP11をご覧ください。

ステンドグラス作り体験
10月9日（月・祝）・14日（土）
11：00～14：00（販売有り）

陶芸体験
10月11日（水）・13日（金）
14：00～15：00

那珂川町の魅力PR展　関連イベント

那珂川町の
魅力PR展

おすすめイベント Music &  Culture
Must-see events今月の

曲目・演目アイコンの説明： 会場 時間 料金 出演・講師 テーマ・内容

火310/

同世代最高のショパン弾きと謳われるブレハッチの
原点はバッハにあり！

ラファウ・ブレハッチ　ピアノリサイタル

水1810/

シギスヴァルト・クイケンの古楽器による正統的なバッハ

アクロス・ランチタイムコンサートvol.60　新・福岡古楽音楽祭プレコンサート
シギスヴァルト・クイケン　ヴァイオリンリサイタル

M
音 楽

福岡シンフォニーホール　　 19:00開演
全席指定 6,000円（学生券 3,000円）
J. S. バッハ：《4つのデュエット》
　　　　　　第1番～第4番
ベートーヴェン：ロンド ト長調 Op. 51 No. 2
　　　　　　　ピアノ・ソナタ 第3番 ハ長調 Op. 2 No. 3
F. ショパン：幻想曲 ヘ短調 Op. 49
　　　　　  夜想曲 第14番 嬰ヘ短調 Op.48 No. 2
　　　　　  ピアノ・ソナタ 第2番 変ロ短調「葬送行進曲」Op. 35

福岡シンフォニーホール　　12:00開演
全席指定：1,000円
J.S.バッハ：「６つの無伴奏ヴァイオリン・ソナタ」より
　　　　　　　無伴奏パルティータ第3番、第2番

　ショパンコンクール完全制覇から12年、アクロス福岡では7年
ぶりの登場となるラファウ・ブレハッチ。以前のインタビュー
で、お客さまとともに美しい音楽を分かち合うことは、自身の人
生にとってとても意味があると語っていたその気持ちの通り、
聴衆の心をキャッチした演奏がさらに深化し迎える今回のリサ
イタル。ショパンの作品は当然ながら、バッハの作品にも注目で
す。
　教会のオルガニストを務めていたというショパンと、4歳から
教会のオルガンを弾きはじめ、バッハの作品に触れていたとい
うブレハッチの2人には、出身国だけでない共通点があるのかも
しれません。軽やかながらも芯のある音色、バッハからベートー
ヴェン、ショパンへと続く音楽を、今秋お聴き逃しなく。

　10月20日（金）から3日間開催される新・福岡古楽音楽祭に「ラ・プテット・バン
ド」を率いて来福するシギスヴァルト・クイケン。そのクイケンが、音楽祭に先立
ち特別に開くソロ・リサイタルとして、ランチタイムコンサートに登場します。
　彼はかつて盟友グスタフ・レオンハルト、フランス・ブリュッヘンらとともに､
バロック音楽の世界に「古楽」という新しい地平を切り開きました。現在では少な
くなりましたが、かつてはバッハの音楽に、ロマンティックな感情を込めて自由
に演奏する奏者が多かったなか、クイケンは、バッハが生きていた時代に使われ
ていたガット弦、ふっくらと弧を描いた弓、顎あてを使わない奏法で、ひたすら
バッハが求めていた響きを追求してきました｡有名な無伴奏パルティータ第2番
「シャコンヌ」を含む無伴奏ヴァイオリン･パルティータを通して、バッハの音楽
の神髄に触れ、新たな感動を味わってください。

M
音 楽

音 楽Music アクロス福岡チケットセンター ☎ 092-725-9112 文化観光情報ひろば ☎ 092-725-9100
文 化Culture

特別展／平成29年度吉野ヶ里歴史公園 特別企画展
　　　　『よみがえる邪馬台国』「邪馬台国と筑紫の宝庫 朝倉」
場所／吉野ヶ里歴史公園
会期／平成29年9月23日（土・祝）～平成29年11月12日（日）

展覧会

特別展／「ロシア科学アカデミー図書館所蔵　川原慶賀の植物図譜」
場所／長崎歴史文化博物館
会期／平成29年10月7日（土）～平成29年11月26日（日）　※10月30日（月）休館

500円14:00～15:30（要事前申込・先着70名）セミナー室２アクロス・文化学び塾

発掘された朝倉の国と吉野ヶ里土1410/

長崎の絵師・川原慶賀の画業について
けい  が

土2810/

「筑紫の宝庫 朝倉」とは！？

九州山口地域の美術館、博物館で開催される催し物の事前レクチャー講座! C
文 化

　朝倉地域は、弥生中期から後期の大規模な環壕集落が発掘された平塚川
添遺跡（朝倉市）、鮮やかに丹塗りされた祭祀土器群が出土した栗山遺跡（同
市）、国内での出土例がきわめて少ない中国式銅剣が発見された中寒水屋敷
遺跡（同市）をはじめ、数多く弥生時代の遺跡が所在し、「筑紫の宝庫」とも
呼ばれています。また、この地域は、邪馬台国（九州説）の有力候補地であ
る筑後地域や八女地域の北側にあたり、邪馬台国の所在地を考える上で
重要な地域でもあり、「邪馬台国朝倉説」を唱える研究者もいます。
　今回の講座では、朝倉地域に焦点を当て、代表する弥生遺跡の特色や出
土資料から、この地域に想定される「朝倉の国」や吉野ヶ里遺跡との関係
について紹介します。

川原慶賀の人物像に迫る！

　長崎の絵師・川原慶賀（1786？～1860？）は、日
本人の立ち入りが厳しく制限されていた出島へ
自由に出入りができる「出島出入絵師」として膨
大な数の絵画作品を制作しました。とりわけ深い
交流をもったのが、ドイツ人の医師で博物学者
だったフィリップ・フランツ・フォン・シーボルト（1796
～1866）。日本の自然や生活文化に関心を抱い
ていたシーボルトの要求に応え、慶賀は写生画
から風俗画にいたるまでさまざまなタイプの作品
を描いていったのです。
　しかしながら慶賀の人物像を明らかにする資
料は少なく、画業の多くはいまだ謎に包まれています。本講座では、国内外に所蔵されてい
る作品を通して、慶賀の眼が何を見つめ、それをどのように写しとっていたのかを探ります。

森田孝志（吉野ヶ里公園管理センター・歴史専門員）

五味俊晶（長崎歴史文化博物館・研究員）

展覧会

に ぬ

なかそうずやしき

中国式銅剣
（朝倉市中寒水屋敷遺跡出土）

【福岡県指定文化財】

川原慶賀「長崎港図」（長崎歴史文化博物館）

川原慶賀「ムベ」　ロシア科学アカデミー図書館蔵
《Russian Academy of Sciences Library》.

St.Petersburg 2017

三角縁神獣鏡

（朝倉市神蔵古墳出土）
【福岡県指定文化財】

さんかくぶちしんじゅうきょう

かんのくら

入場無料

M
音 楽

アクロス福岡フロアコンサート
vol.446  特別編

10/19木 M
音 楽

ミュージック☆ファクトリーvol.76
トワイライト・マンドリンコンサート
－古楽の夕べに寄せて－

10/22日

コミュニケーションエリア
12:15 ～ 13:00

中村雅子（音楽ライター） バロック・ヴァイオリン／廣末真也、倉田輝美
バロック・ヴィオラ／松隈聡子
バロック・チェロ／山田慧

「ショパンコンクール」とは何なのか？
対象曲／ショパン：ピアノ・ソナタ第2番
　　　   「葬送行進曲」　ほか

円形ホール
11:00 ～ 12:30
※当日先着100名

Acrosクラシック・カフェ

M
音 楽火10/17

スカルラッティ：４声のためのソナタ　ほか

コミュニケーションエリア
17:30
福岡シンフォニックマンドリン
アンサンブル
モーツァルト：アイネ・クライネ・
ナハトムジークより 第1楽章　ほか

©Marco Borggreve

©Higashi Akitoshi
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2階

個人やグループの絵画、写真など、壁面を利用した
作品展を週替わりで開催しています。

メッセージホワイエ作品展
10:00～18:00（最終日16:00まで）
開催初日は搬入日のため、開場時間の遅れが多少生じることがあります。 匠ギャラリー企画展 10:00～18:00（初日12:00から最終日16:00まで）

入場無料 お問い合わせ

▲ 文化観光情報ひろば
Tel.092-725-9100

2階

福岡県の国・県指定の伝統工芸品を常設展示しています。また、週替わりで民工芸品作家による作品展も開催しています。

販売
あり

コミュニケーションエリア企画展
10:00～18:00（最終日16:00まで）
市町村、学校、文化団体などの作品展やイベントPR等
企画展を開催しています。

1階

10/2（月）

▲ 10/8（日）

游会は1988年に創設され、毎月1回の洋画勉
強会と、年に１～２回の発表展示を行ってきま
した。50回記念となる今回は、油彩や水彩で
描いた風景、人物、静物、そして抽象画などの
作品20点を展示します。

第50回記念・游展

主催 グループ游会

9/25（月）

▲ 10/1（日）

「アクロス・クラシックふぇすた」には、たくさんの種類の楽器が集まり
ます。演奏風景や楽器の写真など、お子さま
や初心者の方にもわかりやすく解説したパ
ネルを展示します。
※コミュニケーションエリア同時開催

アクロス・クラシックふぇすた２０１７「楽器のひみつ」

主催 アクロス・クラシックふぇすた実行委員会

10/9（月・祝）

▲ 10/15（日）

北欧の国フィンランドを訪れました。
首都ヘルシンキから北極圏ラップラ
ンド地方の風景や、オーロラを撮影
した写真17点を展示します。北欧な
らではの風物詩をご覧ください。

古川和矢写真展　フィンランドの旅

主催 古川和矢

10/16（月）

▲ 10/22（日）

多くの方々に色鉛筆で描いた絵を見てもらいた
いという願いを込めて、風景画や人物画などの作
品を20点展示します。95歳の絵師が描く色鉛筆
画の迫力と色の奥深さに触れてみてください。
　　　色鉛筆画制作体験／ 18日(水) 受付11:00 ～16:00（無料）

色鉛筆画「安藤徹の世界」

主催 安藤 徹

10/23（月）

▲ 10/29（日）

手彫りガラスを眺めて楽しめるように、壁に飾
りたい絵を描いて、額や鏡などに彫りました。
また、ガラス皿を額に入れて壁に飾るための
工夫もしてみました。花や野菜、季節のものを
彫った作品25点を展示します。
※匠ギャラリー同時開催

手彫りガラスを楽しむ

主催 手彫りガラスの会

10/30（月）

▲ 11/5（日）

感動したこと（時）に即、描きます。飾らな
い、つくらない、思いのままに描いてゆきま
す。そして自分の絵が生まれてくるので
す。この「一個の画」が私たちにはありが
たいことです。油絵、水彩、版画などの作
品を12 ～ 13点展示します。

田中博・田中るり子「ふたり展」

主催 田中 博・田中るり子

2017

体験

10/2（月）

▲ 10/8（日）

2017都市ビル環境の日「第10回子ども絵画コンクール」
（公社）福岡県ビルメンテナンス協会では、10月4日を
「都市ビル環境の日」と定め、環境問題の改善や都市
の美化活動に積極的に取り組んでいます。これらの活
動を多くの方々に理解していただきたく、「環境」や「も
の」をテーマにした、子どもたちの絵画を展示します。

主催（公社）福岡県ビルメンテナンス協会

9/25（月）

▲ 10/1（日）

アクロス・クラシックふぇすた2017
「楽器のひみつ」

演奏風景や楽器の写真など、お子さまや初心者の方にもわかりやす
く解説したパネルを展示します。
※メッセージホワイエ同時開催

主催 アクロス・クラシックふぇすた実行委員会

10/9（月・祝）

▲ 10/15（日）

那珂川町の魅力PR展～ 知る・観る・触れる・訪れる ～
平成30年に「市」になる予定の那珂川町には、多くの魅力がありま
す。今回は、自然豊かな「南畑」地域の文化・景
観・芸術などを写真パネルでご紹介します。
※那珂川町のアーティストによるワークショッ
プも開催します。詳細はP8をご覧ください。

主催 那珂川町

10/16（月）

▲ 10/22（日）

新・福岡古楽音楽祭2017パネル展「わが国の古楽祭あれこれ」
今、古楽がトレンド！国内の各地でさまざ
まな古楽イベントが開催されています。今
回はその個性あふれる古楽イベントを写
真パネルでご紹介します。福岡を飛び出し
て、古楽祭を巡る旅に出掛けませんか？

主催 新・福岡古楽音楽祭実行委員会

10/23（月）

▲ 10/29（日）

ふくおか農林業の魅力再発見
イチゴ「あまおう」や水稲「元気つくし」な
ど数々の優れた品種や技術を開発してき
た福岡県農林業総合試験場。11月18日

（土）に行われるイベント「農林試ふれあ
いフェスタ」についてご紹介します。

主催 福岡県農林業総合試験場

10/30（月）

▲ 11/5（日）

第6回「浄化槽」ポスターコンクール
当協会では、子どもたちに美しい水環境
を残すため、「家庭から出る汚れた水をキ
レイにする浄化槽と水辺の環境」をテー
マにしたポスターコンクールを開催してい
ます。今回はその優秀作品を展示します。

主催（一財）福岡県浄化槽協会

2017

みなみはた

主催 廣津美代紀（代表）（筑紫郡那珂川町）
耳学 い草のチカラ
　い草の香りに「いやされる」と感じることはあり
ませんか？い草にはいくつかの芳香成分が含まれ
ていて、それらが鎮静作用やリラックス効果を招
いてくれるのです。その成分のひとつ“フィトンチッ
ド”は一般的に「森の香り」と呼ばれ、高いいやし
効果があるようです。学習機能への影響調査で、
「集中力の持続効果」が立証されたとの研究結果
もあるようです。

い草のコースター作り体験 / 500円 / 14：00～ / 各日先着10名体験

主催 彫ウッド和田（福岡市早良区）
耳学 黒檀
　黒檀は銘木として代表的なもので、強靭で半永
久的な耐久力、キメの緻密さ、光沢感などその良
質さから古来より珍重されている木材です。高級
な建築、家具材や楽器などに用いられるのです
が、成長が極めて遅く、乱伐の影響から現在は希
少な木材となっているようです。左記の企画展で
は、その黒檀を使ったお箸作り体験を行います。
ぜひご体験ください！

黒檀のお箸作り体験 / 1,000円体験

こくたん

主催 福井正裕（代表）（大野城市南ヶ丘）
耳学 ギャラリーはお庭
　都会からちょっと離れたところで創作活動を続
けているぼっこの主催者たち。自分たちの作品を
展示する場所を模索していたときに思いついたの
が、都会ではなかなか見られない広～いお庭でし
た。作者それぞれの自由な発想から創りだされた
作品は、青空の下、さまざまなスタイルの広いお庭
でいつも皆さまを笑顔にさせているようです。今
回は、いつもとは違う屋内の展示ですが、作品の向
こうには青空がみえるはず!?

ロクロを使った制作実演実演 植木鉢の絵付け体験 / 1,000円体験

主催 村上哲史（鞍手郡小竹町）
耳学 古往今来　愛されるトンボ玉
　童謡「とんぼのめがね」にうたわれているよう
に、水色、ぴかぴか、赤色と多彩な美しさを持つト
ンボ玉。その歴史を世界に見ると、古代エジプで
は副葬品として、古代ローマなどでは階級の高い
人々のアクセサリーとして使われていたようです。
約3500年もの間、世界中の人々を魅了し続ける
スーパーアイテム“トンボ玉”をぜひ手に取ってみて
ください！

主催 山路眞理子（福岡市早良区）
耳学 “透明と白”で作るモノトーンの世界
　ガラス彫刻用針を使って鉛筆画のように描く手
彫りガラス。大切な針を痛めてしまう硬いガラス
（ビール瓶など）以外は、ほとんどのガラスやアクリ
ル板などに絵を彫ることが可能です。絵に自信が
ない方でも、身近にある木の葉１枚から手彫りガ
ラスの世界を楽しむことができるそうです。彫った
部分が白く描かれるので、柔らかな風合いに仕上
がるのも手彫りガラスの魅力ですね。

小皿のガラス彫り体験（秋の葉模様）/ 1,000円 / 13：00～体験

主催 博多人形作家協会　川﨑修一（代表）（福岡市中央区）
耳学 神宿る人形誕生か？！
　伝統的なスタイルだけでなく、さまざまテーマで
制作された博多人形を目にすることも多くなりまし
た。“妖怪”や“アニメ”など、人形を通じてその文化
を感じとれるのは博多人形の魅力のひとつです。
今度のテーマは、世界文化遺産への登録が決定し
た“宗像・沖ノ島と関連遺産群”です。女神たちが
命を吹き込んだ博多人形に出合える日が待ち遠し
いですね。

博多人形の制作実演実演

和紙と押し花を使ったランチョンマット作り / 体験料500円実演・体験

ゆ う
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2階

個人やグループの絵画、写真など、壁面を利用した
作品展を週替わりで開催しています。

メッセージホワイエ作品展
10:00～18:00（最終日16:00まで）
開催初日は搬入日のため、開場時間の遅れが多少生じることがあります。 匠ギャラリー企画展 10:00～18:00（初日12:00から最終日16:00まで）

入場無料 お問い合わせ

▲ 文化観光情報ひろば
Tel.092-725-9100

2階

福岡県の国・県指定の伝統工芸品を常設展示しています。また、週替わりで民工芸品作家による作品展も開催しています。

販売
あり

コミュニケーションエリア企画展
10:00～18:00（最終日16:00まで）
市町村、学校、文化団体などの作品展やイベントPR等
企画展を開催しています。

1階

10/2（月）
▲ 10/8（日）

游会は1988年に創設され、毎月1回の洋画勉
強会と、年に１～２回の発表展示を行ってきま
した。50回記念となる今回は、油彩や水彩で
描いた風景、人物、静物、そして抽象画などの
作品20点を展示します。

第50回記念・游展

主催 グループ游会

9/25（月）

▲ 10/1（日）

「アクロス・クラシックふぇすた」には、たくさんの種類の楽器が集まり
ます。演奏風景や楽器の写真など、お子さま
や初心者の方にもわかりやすく解説したパ
ネルを展示します。
※コミュニケーションエリア同時開催

アクロス・クラシックふぇすた２０１７「楽器のひみつ」

主催 アクロス・クラシックふぇすた実行委員会

10/9（月・祝）

▲ 10/15（日）

北欧の国フィンランドを訪れました。
首都ヘルシンキから北極圏ラップラ
ンド地方の風景や、オーロラを撮影
した写真17点を展示します。北欧な
らではの風物詩をご覧ください。

古川和矢写真展　フィンランドの旅

主催 古川和矢

10/16（月）

▲ 10/22（日）

多くの方々に色鉛筆で描いた絵を見てもらいた
いという願いを込めて、風景画や人物画などの作
品を20点展示します。95歳の絵師が描く色鉛筆
画の迫力と色の奥深さに触れてみてください。
　　　色鉛筆画制作体験／ 18日(水) 受付11:00 ～16:00（無料）

色鉛筆画「安藤徹の世界」

主催 安藤 徹

10/23（月）

▲ 10/29（日）

手彫りガラスを眺めて楽しめるように、壁に飾
りたい絵を描いて、額や鏡などに彫りました。
また、ガラス皿を額に入れて壁に飾るための
工夫もしてみました。花や野菜、季節のものを
彫った作品25点を展示します。
※匠ギャラリー同時開催

手彫りガラスを楽しむ

主催 手彫りガラスの会

10/30（月）

▲ 11/5（日）

感動したこと（時）に即、描きます。飾らな
い、つくらない、思いのままに描いてゆきま
す。そして自分の絵が生まれてくるので
す。この「一個の画」が私たちにはありが
たいことです。油絵、水彩、版画などの作
品を12 ～ 13点展示します。

田中博・田中るり子「ふたり展」

主催 田中 博・田中るり子

2017

体験

10/2（月）

▲ 10/8（日）

2017都市ビル環境の日「第10回子ども絵画コンクール」
（公社）福岡県ビルメンテナンス協会では、10月4日を
「都市ビル環境の日」と定め、環境問題の改善や都市
の美化活動に積極的に取り組んでいます。これらの活
動を多くの方々に理解していただきたく、「環境」や「も
の」をテーマにした、子どもたちの絵画を展示します。

主催（公社）福岡県ビルメンテナンス協会

9/25（月）

▲ 10/1（日）

アクロス・クラシックふぇすた2017
「楽器のひみつ」

演奏風景や楽器の写真など、お子さまや初心者の方にもわかりやす
く解説したパネルを展示します。
※メッセージホワイエ同時開催

主催 アクロス・クラシックふぇすた実行委員会

10/9（月・祝）

▲ 10/15（日）

那珂川町の魅力PR展～ 知る・観る・触れる・訪れる ～
平成30年に「市」になる予定の那珂川町には、多くの魅力がありま
す。今回は、自然豊かな「南畑」地域の文化・景
観・芸術などを写真パネルでご紹介します。
※那珂川町のアーティストによるワークショッ
プも開催します。詳細はP8をご覧ください。

主催 那珂川町

10/16（月）

▲ 10/22（日）

新・福岡古楽音楽祭2017パネル展「わが国の古楽祭あれこれ」
今、古楽がトレンド！国内の各地でさまざ
まな古楽イベントが開催されています。今
回はその個性あふれる古楽イベントを写
真パネルでご紹介します。福岡を飛び出し
て、古楽祭を巡る旅に出掛けませんか？

主催 新・福岡古楽音楽祭実行委員会

10/23（月）

▲ 10/29（日）

ふくおか農林業の魅力再発見
イチゴ「あまおう」や水稲「元気つくし」な
ど数々の優れた品種や技術を開発してき
た福岡県農林業総合試験場。11月18日

（土）に行われるイベント「農林試ふれあ
いフェスタ」についてご紹介します。

主催 福岡県農林業総合試験場

10/30（月）

▲ 11/5（日）

第6回「浄化槽」ポスターコンクール
当協会では、子どもたちに美しい水環境
を残すため、「家庭から出る汚れた水をキ
レイにする浄化槽と水辺の環境」をテー
マにしたポスターコンクールを開催してい
ます。今回はその優秀作品を展示します。

主催（一財）福岡県浄化槽協会

2017

みなみはた

主催 廣津美代紀（代表）（筑紫郡那珂川町）
耳学 い草のチカラ
　い草の香りに「いやされる」と感じることはあり
ませんか？い草にはいくつかの芳香成分が含まれ
ていて、それらが鎮静作用やリラックス効果を招
いてくれるのです。その成分のひとつ“フィトンチッ
ド”は一般的に「森の香り」と呼ばれ、高いいやし
効果があるようです。学習機能への影響調査で、
「集中力の持続効果」が立証されたとの研究結果
もあるようです。

い草のコースター作り体験 / 500円 / 14：00～ / 各日先着10名体験

主催 彫ウッド和田（福岡市早良区）
耳学 黒檀
　黒檀は銘木として代表的なもので、強靭で半永
久的な耐久力、キメの緻密さ、光沢感などその良
質さから古来より珍重されている木材です。高級
な建築、家具材や楽器などに用いられるのです
が、成長が極めて遅く、乱伐の影響から現在は希
少な木材となっているようです。左記の企画展で
は、その黒檀を使ったお箸作り体験を行います。
ぜひご体験ください！

黒檀のお箸作り体験 / 1,000円体験

こくたん

主催 福井正裕（代表）（大野城市南ヶ丘）
耳学 ギャラリーはお庭
　都会からちょっと離れたところで創作活動を続
けているぼっこの主催者たち。自分たちの作品を
展示する場所を模索していたときに思いついたの
が、都会ではなかなか見られない広～いお庭でし
た。作者それぞれの自由な発想から創りだされた
作品は、青空の下、さまざまなスタイルの広いお庭
でいつも皆さまを笑顔にさせているようです。今
回は、いつもとは違う屋内の展示ですが、作品の向
こうには青空がみえるはず!?

ロクロを使った制作実演実演 植木鉢の絵付け体験 / 1,000円体験

主催 村上哲史（鞍手郡小竹町）
耳学 古往今来　愛されるトンボ玉
　童謡「とんぼのめがね」にうたわれているよう
に、水色、ぴかぴか、赤色と多彩な美しさを持つト
ンボ玉。その歴史を世界に見ると、古代エジプで
は副葬品として、古代ローマなどでは階級の高い
人々のアクセサリーとして使われていたようです。
約3500年もの間、世界中の人々を魅了し続ける
スーパーアイテム“トンボ玉”をぜひ手に取ってみて
ください！

主催 山路眞理子（福岡市早良区）
耳学 “透明と白”で作るモノトーンの世界
　ガラス彫刻用針を使って鉛筆画のように描く手
彫りガラス。大切な針を痛めてしまう硬いガラス
（ビール瓶など）以外は、ほとんどのガラスやアクリ
ル板などに絵を彫ることが可能です。絵に自信が
ない方でも、身近にある木の葉１枚から手彫りガ
ラスの世界を楽しむことができるそうです。彫った
部分が白く描かれるので、柔らかな風合いに仕上
がるのも手彫りガラスの魅力ですね。

小皿のガラス彫り体験（秋の葉模様）/ 1,000円 / 13：00～体験

主催 博多人形作家協会　川﨑修一（代表）（福岡市中央区）
耳学 神宿る人形誕生か？！
　伝統的なスタイルだけでなく、さまざまテーマで
制作された博多人形を目にすることも多くなりまし
た。“妖怪”や“アニメ”など、人形を通じてその文化
を感じとれるのは博多人形の魅力のひとつです。
今度のテーマは、世界文化遺産への登録が決定し
た“宗像・沖ノ島と関連遺産群”です。女神たちが
命を吹き込んだ博多人形に出合える日が待ち遠し
いですね。

博多人形の制作実演実演

和紙と押し花を使ったランチョンマット作り / 体験料500円実演・体験

ゆ う
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2 0 1 7 . O c t o b e r 1213 2 0 1 7 . O c t o b e r

開催日 ＆ 時間 催し物 内容 入場料 ＆ お問い合わせ

福岡シンフォニーホール1階 アクロス福岡チケットセンター
チケット発売情報

▲

開催日 ＆ 時間 催し物 内容 入場料 ＆ お問い合わせ

イベントホール
地下

2階

開催日 ＆ 時間 催し物 内容 入場料 ＆ お問い合わせ

国際会議場4階

開催日 ＆ 時間 催し物 内容 入場料 ＆ お問い合わせ

こくさいひろば3階

※このスケジュールは、2017年8月20日現在の情報です。諸事情により記載内容が変更になることがありますので、予めご了承ください。　※施設利用お問い合わせ（10:00～18:00） Tel.092-725-9113 アクロス福岡チケットセンター取扱（Tel.092-725-9112） 託児サービスがあります。ご利用方法は、問い合わせ先にお尋ねください。託児 （公財）アクロス福岡主催・共催・協賛・協力事業



2 0 1 7 . O c t o b e r 1415 2 0 1 7 . O c t o b e r

開催日 ＆ 時間 催し物 内容 入場料 ＆ お問い合わせ

セミナー室２2階
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（公財）アクロス福岡主催・共催・協賛・協力事業
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プロフィール
1941年中国東北遼寧省生まれ。5歳から胡弓に親しみ、17歳で吉林省民族楽
団に入団、21歳でコンサートマスターに。アジア、アフリカなど各国で活躍し、
1977年には中華人民共和国より「国家第一級芸術家」（人間国宝）の称号を
受ける。1986年日本永住のため来日。長崎国際平和コンサートを皮切りに、日
本国内300カ所のみならず、2004年にはＮＹのカーネギーホールでも演奏をす
るなど国内外で活躍している。2003年福岡県文化賞受賞。

　
福
岡
に
住
み
始
め
て
も
う
三
十
余
年
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
中
国
の
吉
林
省
で
、

国
家
第
一
級
芸
術
家
と
し
て
後
進
の
育
成
と

演
奏
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。
私
の
義
母
、
つ

ま
り
妻
の
母
は
日
本
人
で
、
日
本
に
留
学
を

し
て
い
た
義
父
と
出
会
っ
て
結
婚
を
し
、
中

国
の
大
学
で
日
本
語
を
教
え
て
い
た
の
で
す

が
、
あ
る
時
日
本
に
親
し
み
を
抱
い
て
い
た

妻
の
家
族
が
み
な
、
一
緒
に
日
本
へ
移
住
し

た
の
で
す
。
父
母
の
そ
ば
に
行
き
た
い
と
い

う
妻
の
望
み
を
私
も
か
な
え
て
あ
げ
た
か
っ

た
の
で
す
が
、
私
は
中
国
で
も
数
少
な
い
一

級
の
演
奏
家
。
な
か
な
か
国
か
ら
手
放
し
て

も
ら
え
ず
、
私
た
ち
夫
婦
だ
け
親
族
と
離
れ

て
中
国
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
確
か
に
中

国
に
い
れ
ば
仲
間
は
い
る
し
、
楽
団
も
い
つ

で
も
そ
ば
に
あ
る
し
、
い
い
待
遇
で
は
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
私
に
は
、
妻
の
家
族
か
ら

聞
い
て
い
た
日
本
と
い
う
国
で
胡
弓
の
響
き

を
試
し
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た

の
で
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
ご
縁
を
い
た
だ
き
、

１
９
８
６
年
に
や
っ
と
日
本
に
来
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
だ
福
岡
に
は
直
行
便
が
な

く
、
降
り
立
っ
た
の
は
長
崎
空
港
。
ゲ
ー
ト

を
出
る
と
妻
の
家
族
や
親
族
た
ち
が
待
っ
て

く
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
中
に
一
人
の

新
聞
記
者
の
方
が
い
ま
し
た
。
そ
の
記
者
は

東
京
で
私
の
う
わ
さ
を
聞
き
、
中
国
か
ら
の

情
報
を
調
べ
尽
く
し
て
、
私
の
来
日
を
待
っ

て
く
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
翌
日
の
新
聞
に

大
き
く
写
真
が
載
り
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に

テ
レ
ビ
局
が
次
々
と
取
材
に
来
ま
し
た
。
テ

レ
ビ
で
少
し
だ
け
演
奏
す
る
と
、
そ
の
反
響

が
す
ご
い
の
で
す
。
若
い
人
に
は
初
め
て
聞

く
音
、
そ
し
て
戦
時
中
に
中
国
に
住
ん
で
い

た
人
に
は
懐
か
し
い
音
と
し
て
、
あ
っ
と
い

う
間
に
人
気
が
広
が
り
ま
し
た
。
胡
弓
の
音

は
、
人
の
声
に
似
て
い
る
と
よ
く
言
わ
れ
ま

す
。
喜
び
や
悲
し
み
を
音
で
表
現
し
や
す
く
、

人
々
の
心
の
琴
線
に
触
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

日
本
語
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
私
の
代
わ
り
に
、

胡
弓
の
音
が
私
と
日
本
人
の
心
を
つ
な
げ
て

く
れ
ま
し
た
。

　
あ
る
と
き
、
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
で
演
奏
が

終
わ
っ
た
あ
と
も
立
と
う
と
し
な
い
ご
婦
人

が
い
ま
し
た
。
真
っ
白
の
立
派
な
着
物
を
着

て
、
涙
を
流
し
て
お
ら
れ
る
の
で
す
。
私
が

近
づ
く
と
、「
戦
中
、
日
本
は
中
国
で
酷
い
こ

と
を
し
た
の
に
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こ
ん
な
に
も
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ら
し
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音
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を
聞
か
せ
て
く
れ
て
あ
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と
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ご
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ま
す
」
と
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わ
れ
、
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の
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イ
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し
て
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と
言
わ
れ
た
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で
す
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こ
ん
な

立
派
な
着
物
に
」
と
躊
躇
し
た
の
で
す
が
、

大
き
く
書
い
て
く
れ
と
請
わ
れ
感
動
し
ま
し

た
。こ
の
と
き
、音
楽
は
国
境
を
超
え
る
、き
っ

と
日
本
で
も
や
っ
て
い
け
る
と
確
信
し
ま
し

た
ね
。

　
日
本
の
歌
も
大
好
き
な
ん
で
す
。
山
田
耕

作
の
「
赤
と
ん
ぼ
」
な
ん
て
、
た
っ
た
八
小

節
で
人
の
感
情
を
表
現
す
る
素
晴
ら
し
い
曲

で
す
よ
ね
。
今
は
福
岡
の
み
な
ら
ず
各
地
で

胡
弓
の
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

音
色
が
少
し
で
も
中
国
と
日
本
の
良
好
な
関

係
構
築
の
役
に
立
て
た
ら
と
思
い
ま
す
。

（
文

　上
田
瑞
穂
）

趙 国良
胡弓演奏家

zhao guo liang
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聴きに行こう!

15:00開演
福岡シンフォニーホール

S席5,200円　A席4,200円　B席3,100円（学生1,100円）　　アクロス福岡チケットセンターにて発売中

10/ 日15 オルフ
世俗的カンタータ

「カルミナ・ブラーナ」

メンデルスゾーン
交響曲第5番 
ニ長調作品107

「宗教改革」

ち
ゅ
う
ち
ょ

＃19

 M
or
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ot
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トロンボーン奏者

ティンパニ奏者

知
れ
ば
知
る
ほ
ど

　
　
　お
も
し
ろ
い
！

コ
ン
サ
ー
ト
に

　
　行
き
た
く
な
る
！

#31

レ
プ
ト
ー
ク

メ
ン
バ
ー
の

九響トロンボーン奏者の山下秀樹さんと

ティンパニ・打楽器首席奏者の森洋太さ

んのお二人に、10月開催の「第362回定期

演奏会」について、お話を聞きました。

Ｑ：メンデルスゾーンの交響曲は、
       『宗教改革500年』の節目に
　　ふさわしい作品ですね！

Ｑ：そして、メインの
      「カルミナ・ブラーナ」！！

Ya
m

as
hi

ta
 H

id
ek

i

森 洋 太：そうですね！交響曲第5番「宗
教改革」は、当時、ルター派の記念の年
に作られた曲で、賛美歌が多用されてい
るのが特徴です。この曲はあまり演奏す
ることがないので、とても貴重だと思い
ます。
山下 秀樹：第3楽章は、アンコール曲と
して演奏することがあるから、お客様も
馴染みがあるかもしれませんね。
森：トロンボーンは、宗教とは縁の深い
楽器ですよね？
山下：はい、元々は、宗教音楽を演奏す
る時に使われていた楽器ですので。
森：「神の声」といわれるトロンボーン！
山下：トロンボーンの音域は、成人男性
の声域に近くて、スライドによって音程
をスムーズに調整できることから得られ
るハーモニーの美しさからも「神の楽
器」といわれ、教会で重用されていたん
ですよ。
森：メンデルスゾーンもそういうことを
理解した上で、宗教的な要素が強い楽
章にトロンボーンを入れているんでしょ
うね。

森：曲名だけだと知らないと思う人が多
いかもしれないけれど、曲を聴くと
「あー、この曲！」となりますよね。
山下：CMなどでもよく使われています
からね。
森：最近は、吹奏楽でもこの作品を演奏
することが多いようです。やはり、オーケ
ストラだと音の響きも違うので、吹奏楽
をしている人達にプロが演奏する生の

「カルミナ・ブラーナ」をぜひ聴きに来
てもらいたいと思います。
山下：金管が派手でかっこ良く、木管の
ソロも多く、誰でも一度は耳にしたこと
がある曲なので、若い方達にもたくさん
聴きに来て欲しいですね。
森：オルフは、作曲家であり、教育者で
もあって、「オルフ楽器」とう子供でも簡
単に音が出せるように工夫した、子供教
育用の打楽器を開発した人なんです。そ
の為、打楽器とはすごく縁がある作曲家
の一人だと思います。
山下：だから、この曲には、ピアノ2台と
打楽器だけというバージョンもあるんで
すね。
森：オーケストラ版の方では、打楽器の
人数も多く、色々な楽器を使います。で
すから、見ごたえもあるし、民族音楽の
ような使われ方をしているので、すごく
リズミックで躍動感のある音楽になって
います。そして、面白いことに、打楽器の
譜面が全て1つになっているんです。
山下：打楽器奏者全員が、同じ譜面を
持って演奏するということ？パート毎に
何段かに分かれているんですか？
森：そうです。通常は、ティンパニだった
ら、ティンパニに1つの譜面というよう
に、パート譜があるのですが。1つの譜
面が9段位に分かれています。
山下：それは、どうしてですか？
森：誰がいつ演奏するというのが分かる
ので、それを目印にして、次に自分のパー
トが入るというガイド的な役割もありま
す。ただ、1人間違えたら、全員が分かり
ます（笑）
山下：合唱の歌詞にも注目して欲しいよ
ね。面白く、聞き慣れない言葉なんです
が、それがリズムと合っているんです。
森：合唱の良さがすごく出る曲だと思い
ます。それに、幅広い音域が求められる
カウンターテナーには、ウィーン国立歌
劇場で活躍する藤木さんが出演される
のにも注目です。
山下：管楽器、打楽器、歌、合唱と聴き
どころ満載の演奏会を楽しみにして下
さい！

山下 秀樹

森 洋太

Ti
m

pa
ni

Tr
om

bo
ne

熱いリズム・魂の叫び！
　　　　　「カルミナ・ブラーナ」

九州交響楽団　第362回定期演奏会

指揮／小泉和裕 ソプラノ／安井陽子 カウンターテナー／藤木大地 バリトン／青山貴
ⒸIvan Malý
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プロフィール
1941年中国東北遼寧省生まれ。5歳から胡弓に親しみ、17歳で吉林省民族楽
団に入団、21歳でコンサートマスターに。アジア、アフリカなど各国で活躍し、
1977年には中華人民共和国より「国家第一級芸術家」（人間国宝）の称号を
受ける。1986年日本永住のため来日。長崎国際平和コンサートを皮切りに、日
本国内300カ所のみならず、2004年にはＮＹのカーネギーホールでも演奏をす
るなど国内外で活躍している。2003年福岡県文化賞受賞。

　
福
岡
に
住
み
始
め
て
も
う
三
十
余
年
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
は
中
国
の
吉
林
省
で
、

国
家
第
一
級
芸
術
家
と
し
て
後
進
の
育
成
と

演
奏
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。
私
の
義
母
、
つ

ま
り
妻
の
母
は
日
本
人
で
、
日
本
に
留
学
を

し
て
い
た
義
父
と
出
会
っ
て
結
婚
を
し
、
中

国
の
大
学
で
日
本
語
を
教
え
て
い
た
の
で
す

が
、
あ
る
時
日
本
に
親
し
み
を
抱
い
て
い
た

妻
の
家
族
が
み
な
、
一
緒
に
日
本
へ
移
住
し

た
の
で
す
。
父
母
の
そ
ば
に
行
き
た
い
と
い

う
妻
の
望
み
を
私
も
か
な
え
て
あ
げ
た
か
っ

た
の
で
す
が
、
私
は
中
国
で
も
数
少
な
い
一

級
の
演
奏
家
。
な
か
な
か
国
か
ら
手
放
し
て

も
ら
え
ず
、
私
た
ち
夫
婦
だ
け
親
族
と
離
れ

て
中
国
で
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
確
か
に
中

国
に
い
れ
ば
仲
間
は
い
る
し
、
楽
団
も
い
つ

で
も
そ
ば
に
あ
る
し
、
い
い
待
遇
で
は
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
私
に
は
、
妻
の
家
族
か
ら

聞
い
て
い
た
日
本
と
い
う
国
で
胡
弓
の
響
き

を
試
し
て
み
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
っ
た

の
で
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
ご
縁
を
い
た
だ
き
、

１
９
８
６
年
に
や
っ
と
日
本
に
来
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
だ
福
岡
に
は
直
行
便
が
な

く
、
降
り
立
っ
た
の
は
長
崎
空
港
。
ゲ
ー
ト

を
出
る
と
妻
の
家
族
や
親
族
た
ち
が
待
っ
て

く
れ
て
い
た
の
で
す
が
、
そ
の
中
に
一
人
の

新
聞
記
者
の
方
が
い
ま
し
た
。
そ
の
記
者
は

東
京
で
私
の
う
わ
さ
を
聞
き
、
中
国
か
ら
の

情
報
を
調
べ
尽
く
し
て
、
私
の
来
日
を
待
っ

て
く
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
翌
日
の
新
聞
に

大
き
く
写
真
が
載
り
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に

テ
レ
ビ
局
が
次
々
と
取
材
に
来
ま
し
た
。
テ

レ
ビ
で
少
し
だ
け
演
奏
す
る
と
、
そ
の
反
響

が
す
ご
い
の
で
す
。
若
い
人
に
は
初
め
て
聞

く
音
、
そ
し
て
戦
時
中
に
中
国
に
住
ん
で
い

た
人
に
は
懐
か
し
い
音
と
し
て
、
あ
っ
と
い

う
間
に
人
気
が
広
が
り
ま
し
た
。
胡
弓
の
音

は
、
人
の
声
に
似
て
い
る
と
よ
く
言
わ
れ
ま

す
。
喜
び
や
悲
し
み
を
音
で
表
現
し
や
す
く
、

人
々
の
心
の
琴
線
に
触
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

日
本
語
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
私
の
代
わ
り
に
、

胡
弓
の
音
が
私
と
日
本
人
の
心
を
つ
な
げ
て

く
れ
ま
し
た
。

　
あ
る
と
き
、
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
で
演
奏
が

終
わ
っ
た
あ
と
も
立
と
う
と
し
な
い
ご
婦
人

が
い
ま
し
た
。
真
っ
白
の
立
派
な
着
物
を
着

て
、
涙
を
流
し
て
お
ら
れ
る
の
で
す
。
私
が

近
づ
く
と
、「
戦
中
、
日
本
は
中
国
で
酷
い
こ

と
を
し
た
の
に
、
こ
ん
な
に
も
素
晴
ら
し
い

音
楽
を
聞
か
せ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
と
い
わ
れ
、
そ
の
着
物
に
サ
イ
ン

を
し
て
く
れ
と
言
わ
れ
た
の
で
す
。「
こ
ん
な

立
派
な
着
物
に
」
と
躊
躇
し
た
の
で
す
が
、

大
き
く
書
い
て
く
れ
と
請
わ
れ
感
動
し
ま
し

た
。こ
の
と
き
、音
楽
は
国
境
を
超
え
る
、き
っ

と
日
本
で
も
や
っ
て
い
け
る
と
確
信
し
ま
し

た
ね
。

　
日
本
の
歌
も
大
好
き
な
ん
で
す
。
山
田
耕

作
の
「
赤
と
ん
ぼ
」
な
ん
て
、
た
っ
た
八
小

節
で
人
の
感
情
を
表
現
す
る
素
晴
ら
し
い
曲

で
す
よ
ね
。
今
は
福
岡
の
み
な
ら
ず
各
地
で

胡
弓
の
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の

音
色
が
少
し
で
も
中
国
と
日
本
の
良
好
な
関

係
構
築
の
役
に
立
て
た
ら
と
思
い
ま
す
。

（
文

　上
田
瑞
穂
）
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聴きに行こう!

15:00開演
福岡シンフォニーホール

S席5,200円　A席4,200円　B席3,100円（学生1,100円）　　アクロス福岡チケットセンターにて発売中

10/ 日15 オルフ
世俗的カンタータ

「カルミナ・ブラーナ」

メンデルスゾーン
交響曲第5番 
ニ長調作品107

「宗教改革」

ち
ゅ
う
ち
ょ

＃19

 M
or

i Y
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トロンボーン奏者

ティンパニ奏者

知
れ
ば
知
る
ほ
ど

　
　
　お
も
し
ろ
い
！

コ
ン
サ
ー
ト
に

　
　行
き
た
く
な
る
！

#31

レ
プ
ト
ー
ク

メ
ン
バ
ー
の

九響トロンボーン奏者の山下秀樹さんと

ティンパニ・打楽器首席奏者の森洋太さ

んのお二人に、10月開催の「第362回定期

演奏会」について、お話を聞きました。

Ｑ：メンデルスゾーンの交響曲は、
       『宗教改革500年』の節目に
　　ふさわしい作品ですね！

Ｑ：そして、メインの
      「カルミナ・ブラーナ」！！

Ya
m

as
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ta
 H
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i

森 洋 太：そうですね！交響曲第5番「宗
教改革」は、当時、ルター派の記念の年
に作られた曲で、賛美歌が多用されてい
るのが特徴です。この曲はあまり演奏す
ることがないので、とても貴重だと思い
ます。
山下 秀樹：第3楽章は、アンコール曲と
して演奏することがあるから、お客様も
馴染みがあるかもしれませんね。
森：トロンボーンは、宗教とは縁の深い
楽器ですよね？
山下：はい、元々は、宗教音楽を演奏す
る時に使われていた楽器ですので。
森：「神の声」といわれるトロンボーン！
山下：トロンボーンの音域は、成人男性
の声域に近くて、スライドによって音程
をスムーズに調整できることから得られ
るハーモニーの美しさからも「神の楽
器」といわれ、教会で重用されていたん
ですよ。
森：メンデルスゾーンもそういうことを
理解した上で、宗教的な要素が強い楽
章にトロンボーンを入れているんでしょ
うね。

森：曲名だけだと知らないと思う人が多
いかもしれないけれど、曲を聴くと
「あー、この曲！」となりますよね。
山下：CMなどでもよく使われています
からね。
森：最近は、吹奏楽でもこの作品を演奏
することが多いようです。やはり、オーケ
ストラだと音の響きも違うので、吹奏楽
をしている人達にプロが演奏する生の

「カルミナ・ブラーナ」をぜひ聴きに来
てもらいたいと思います。
山下：金管が派手でかっこ良く、木管の
ソロも多く、誰でも一度は耳にしたこと
がある曲なので、若い方達にもたくさん
聴きに来て欲しいですね。
森：オルフは、作曲家であり、教育者で
もあって、「オルフ楽器」とう子供でも簡
単に音が出せるように工夫した、子供教
育用の打楽器を開発した人なんです。そ
の為、打楽器とはすごく縁がある作曲家
の一人だと思います。
山下：だから、この曲には、ピアノ2台と
打楽器だけというバージョンもあるんで
すね。
森：オーケストラ版の方では、打楽器の
人数も多く、色々な楽器を使います。で
すから、見ごたえもあるし、民族音楽の
ような使われ方をしているので、すごく
リズミックで躍動感のある音楽になって
います。そして、面白いことに、打楽器の
譜面が全て1つになっているんです。
山下：打楽器奏者全員が、同じ譜面を
持って演奏するということ？パート毎に
何段かに分かれているんですか？
森：そうです。通常は、ティンパニだった
ら、ティンパニに1つの譜面というよう
に、パート譜があるのですが。1つの譜
面が9段位に分かれています。
山下：それは、どうしてですか？
森：誰がいつ演奏するというのが分かる
ので、それを目印にして、次に自分のパー
トが入るというガイド的な役割もありま
す。ただ、1人間違えたら、全員が分かり
ます（笑）
山下：合唱の歌詞にも注目して欲しいよ
ね。面白く、聞き慣れない言葉なんです
が、それがリズムと合っているんです。
森：合唱の良さがすごく出る曲だと思い
ます。それに、幅広い音域が求められる
カウンターテナーには、ウィーン国立歌
劇場で活躍する藤木さんが出演される
のにも注目です。
山下：管楽器、打楽器、歌、合唱と聴き
どころ満載の演奏会を楽しみにして下
さい！

山下 秀樹

森 洋太
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熱いリズム・魂の叫び！
　　　　　「カルミナ・ブラーナ」

九州交響楽団　第362回定期演奏会

指揮／小泉和裕 ソプラノ／安井陽子 カウンターテナー／藤木大地 バリトン／青山貴
ⒸIvan Malý
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は

何
度
か
紹
介
し
て
い
る

ス
テ
ッ
プ
ガ
ー
デ
ン
。

夏
が
過
ぎ
、
秋
に
さ
し

か
か
る
と
紅
葉
の
様
子

が
垣
間
見
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
す
。
人

工
的
な
建
築
物
で
は
あ

り
ま
す
が
、
水
や
り
を

す
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど

な
く
、
雨
水
だ
け
で
草

木
は
成
長
し
て
い
る
と

い
う
、
ま
さ
に
自
然
に
と
て
も
近

い
状
態
で
す
。一
方
で
、
人
工
土

壌
「
ア
ク
ア
ソ
イ
ル
」
を
用
い
て

し
っ
か
り
と
保
水
し
な
が
ら
階
下

に
少
し
ず
つ
雨
水
を
流
し
て
い
る

計
算
さ
れ
た
設
計
と
、
九
州
各

地
の
山
々
に
育
つ
植
物
と
同
じ
も

の
を
植
栽
す
る
こ
と
で
、
生
態
系

を
壊
さ
な
い
こ
と
に
配
慮
し
た
植

栽
計
画
と
い
う
大
き
な
特
徴
も
。

　
今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、「
ス

テ
ッ
プ
ガ
ー
デ
ン
の
滝
」に
つ
い
て
。

ス
テ
ッ
プ
ガ
ー
デ
ン
の
最
上
階
か

ら
階
段
を
下
り
て
く
る
と
、
５
階

か
ら
１
階
に
か
け
て
４
つ
の
滝
が

あ
る
の
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

実
は
、
設
計
時
に
九
州
・
福
岡
を

代
表
す
る
自
然
を
再
現
す
る
べ

く
、
七
重
の
滝
、
菅
生
の
滝
、
白

糸
の
滝
な
ど
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いつも見ている建物だけど、実は意外と知らないことだら
け。そんな「アクロス福岡」の、一歩踏み込んだ“秘密”をご
紹介する「探検！アクロス福岡」。第19回目は、「ステップ
ガーデンの秘密⑤」です。

（
取
材
・
文

　後
藤
暢
子
／
写
真

　田
中
紀
彦
）

探してみよう、旧県庁舎の御影石 登ってみよう！ ステップガーデンのご案内

【開園時間】　春期（  3月～  4月） 9：00～18：00
　　　　　　夏期（  5月～  8月） 9：00～18：30
　　　　　　秋期（  9月～10月） 9：00～18：00
　　　　　　冬期（11月～  2月） 9：00～17：00
【注意事項】・

屋上展望台は、土日祝日（10：00～16：00）のみ開園いたします。・

雨天、または足元が悪い場合は、ご利用になれません。・

園内（屋上展望台を含む）は禁煙です。・

ペットをお連れのご入園はできません。・

ステップガーデンにトイレはありません。・

アクロス福岡館内からご入場いただけません。
【お問い合わせ先】

エイ・エフ・ビル管理（株） ☎092-751-8591

　４つの滝の最終着地ポイント
である１階には池があります。こ
の場所は、旧県庁舎の重厚な
ファサードを構成していた江戸切
りの御影石をまったく加工せず
に景石として残しています。「ここ
に県庁があった」ことを連想さ
せ、記憶を呼び起こすような池に
なっています。一度立ち止まって
じっくり見てみてください。

INFORMATION
アクロスインフォメーション

※主催者の希望または作成日の関係等により本誌に掲載していないイベントもあります。また諸事情により掲載内容が変更になることがあります。ご了承ください。
※本誌記事・写真・レイアウトなどの無断転載、複製、引用を固くお断りします。

募　集

アクロス福岡で工芸品・作品展をしませんか？
　アクロス福岡２階の「匠ギャラリー」と「メッセージホワイエ」では、週替わりで皆さまから公募した伝統工芸や絵画など
を展示し、たくさんの方々に文化、芸術の魅力をお伝えしています。平成30年度の募集概要は次の通りです。皆さまの
ご応募お待ちしています。

【応募資格】（以下のａ～ｄの要件を全て満たす方）
ａ. 伝統工芸・民工芸品等の企画展示
ｂ. 営利目的でないもの
ｃ. プロとして制作されている方または
　  団体
ｄ. 福岡県内で活動している方または団体
　（県外の方でも県内の方との共催であれば可）

※匠ギャラリーのご利用経験がない方は、出展内容の確認などが必
要となりますので、ご応募前にお問い合わせください。

【展示内容等】
伝統工芸・民芸品の展示・販売、制作工程の説明や実演、制作体験等。
展示時間中は常駐です。

【料金】 利用料無料。宣伝負担金30,000円

匠 ギ ャ ラ リ ー 企 画 展

【応募資格】（以下の要件のいずれかを満たす方）

ａ. 公募展に入選以上の実績がある方
ｂ. 美術館やギャラリーで作品展を開催
　  するか作品集を出版するなどの活動
　  歴がある方
ｃ. 新聞や雑誌に取り上げられたことがある方

【展示内容】
絵画、手芸、切り絵、版画、グラフィックなど（壁面展示可能なもの）。
交流ギャラリー（２階）と併用利用の場合は、壁面に加え展示台の設
置による立体的な作品の展示も可能となります。

【料金】 利用料無料。宣伝負担金20,000円

メ ッ セ ー ジ ホ ワ イ エ 作 品 展

利用期間：平成30年４月～平成31年３月
の月曜日から日曜日までの７日間

利用時間：10：00～18：00

応募受付：10月1日（日）～10月31日（火）
　　　　　（郵送の場合は必着）

応募方法：所定の利用申込書と添付資料を窓
口提出、もしくは郵送にてお申し
込みください。
利用申込書は10月1日より文化
観光情報ひろばにて配布のほか、
アクロス福岡ホームページからダ
ウンロードいただけます。

添付資料：［匠ギャラリー］
作品の写真、工房のパンフレット、
過去の作品展写真・ＤＭなど

［メッセージホワイエ］
応 募 資 格 を 証 明 す る 資 料 の コ
ピー、作品の画像、ホームページ
URL（お持ちの方）

◆問い合わせ◆
　文化観光情報ひろば　tel.092-725-9100

応 募 要 領

1819 2 0 1 7 . O c t o b e r2 0 1 7 . O c t o b e r
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いつも見ている建物だけど、実は意外と知らないことだら
け。そんな「アクロス福岡」の、一歩踏み込んだ“秘密”をご
紹介する「探検！アクロス福岡」。第19回目は、「ステップ
ガーデンの秘密⑤」です。

（
取
材
・
文

　後
藤
暢
子
／
写
真

　田
中
紀
彦
）

探してみよう、旧県庁舎の御影石 登ってみよう！ ステップガーデンのご案内

【開園時間】　春期（  3月～  4月） 9：00～18：00
　　　　　　夏期（  5月～  8月） 9：00～18：30
　　　　　　秋期（  9月～10月） 9：00～18：00
　　　　　　冬期（11月～  2月） 9：00～17：00
【注意事項】・

屋上展望台は、土日祝日（10：00～16：00）のみ開園いたします。・

雨天、または足元が悪い場合は、ご利用になれません。・

園内（屋上展望台を含む）は禁煙です。・

ペットをお連れのご入園はできません。・

ステップガーデンにトイレはありません。・

アクロス福岡館内からご入場いただけません。
【お問い合わせ先】

エイ・エフ・ビル管理（株） ☎092-751-8591

　４つの滝の最終着地ポイント
である１階には池があります。こ
の場所は、旧県庁舎の重厚な
ファサードを構成していた江戸切
りの御影石をまったく加工せず
に景石として残しています。「ここ
に県庁があった」ことを連想さ
せ、記憶を呼び起こすような池に
なっています。一度立ち止まって
じっくり見てみてください。

INFORMATION
アクロスインフォメーション

※主催者の希望または作成日の関係等により本誌に掲載していないイベントもあります。また諸事情により掲載内容が変更になることがあります。ご了承ください。
※本誌記事・写真・レイアウトなどの無断転載、複製、引用を固くお断りします。

募　集

アクロス福岡で工芸品・作品展をしませんか？
　アクロス福岡２階の「匠ギャラリー」と「メッセージホワイエ」では、週替わりで皆さまから公募した伝統工芸や絵画など
を展示し、たくさんの方々に文化、芸術の魅力をお伝えしています。平成30年度の募集概要は次の通りです。皆さまの
ご応募お待ちしています。

【応募資格】（以下のａ～ｄの要件を全て満たす方）
ａ. 伝統工芸・民工芸品等の企画展示
ｂ. 営利目的でないもの
ｃ. プロとして制作されている方または
　  団体
ｄ. 福岡県内で活動している方または団体
　（県外の方でも県内の方との共催であれば可）

※匠ギャラリーのご利用経験がない方は、出展内容の確認などが必
要となりますので、ご応募前にお問い合わせください。

【展示内容等】
伝統工芸・民芸品の展示・販売、制作工程の説明や実演、制作体験等。
展示時間中は常駐です。

【料金】 利用料無料。宣伝負担金30,000円

匠 ギ ャ ラ リ ー 企 画 展

【応募資格】（以下の要件のいずれかを満たす方）

ａ. 公募展に入選以上の実績がある方
ｂ. 美術館やギャラリーで作品展を開催
　  するか作品集を出版するなどの活動
　  歴がある方
ｃ. 新聞や雑誌に取り上げられたことがある方

【展示内容】
絵画、手芸、切り絵、版画、グラフィックなど（壁面展示可能なもの）。
交流ギャラリー（２階）と併用利用の場合は、壁面に加え展示台の設
置による立体的な作品の展示も可能となります。

【料金】 利用料無料。宣伝負担金20,000円

メ ッ セ ー ジ ホ ワ イ エ 作 品 展

利用期間：平成30年４月～平成31年３月
の月曜日から日曜日までの７日間

利用時間：10：00～18：00

応募受付：10月1日（日）～10月31日（火）
　　　　　（郵送の場合は必着）

応募方法：所定の利用申込書と添付資料を窓
口提出、もしくは郵送にてお申し
込みください。
利用申込書は10月1日より文化
観光情報ひろばにて配布のほか、
アクロス福岡ホームページからダ
ウンロードいただけます。

添付資料：［匠ギャラリー］
作品の写真、工房のパンフレット、
過去の作品展写真・ＤＭなど

［メッセージホワイエ］
応 募 資 格 を 証 明 す る 資 料 の コ
ピー、作品の画像、ホームページ
URL（お持ちの方）

◆問い合わせ◆
　文化観光情報ひろば　tel.092-725-9100

応 募 要 領
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チ ケ ッ ト 発 売 情 報 アクロス福岡チケットセンター（10:00～18:00）
☎092-725-9112

最新のチケット発売情報は
こちらのQRコードからCheck!!
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伝えたい 文化の魅力 ＃19

九響プレトーク ＃31

探検！アクロス福岡 ＃19

「趙 国良」

「山下秀樹×森 洋太」

「ステップガーデンの秘密⑤」

特集 福岡・音楽の秋フェスティバル2017
2017

好 評 発 売 中好 評 発 売 中

10 19:003 火 ラファウ・ブレハッチ ピアノリサイタル
会福岡シンフォニーホール 全席指定:¥6,000（学生券:¥3,000）料
●曲目／ J.S.バッハ：《４つのデュエット》　ショパン：ピアノ・ソナタ 第２番「葬送行進曲」　他

会福岡シンフォニーホール

クリスチャン・リンドバーグ指揮
ノルウェー・アークティック・フィルハーモニー管弦楽団

GS:¥10,000　S:¥8,000　A:¥6,000　B:¥4,000（学生券:¥2,000）料
●ピアノ／ペーター・ヤブロンスキー
●曲目／グリーグ：ピアノ協奏曲　チャイコフスキー：交響曲 第４番　他

10 19:0016月

11 18:3015水 ハンガリー国立歌劇場「ランメルモールのルチア」
会福岡シンフォニーホール

GS:¥16,000　S:¥13,000　A:¥11,000　B:¥9,000　C:¥7,000（学生券:¥3,500）料
●ソプラノ／アンドレア・ロスト　他　●演目／ドニゼッティ：歌劇「ランメルモールのルチア」

11 19:0022水 ミラノ大聖堂聖歌隊＆真言宗声明
会福岡シンフォニーホール S:¥4,000　A:¥3,000　（学生各席¥1,000引き）料
●出演／真言宗青教連法親会　ミラノ大聖堂聖歌隊
●演目／唄、感謝の賛歌「テ・デウム」　他

会福岡シンフォニーホール

九州交響楽団 名曲・午後のオーケストラ
第11回 歓喜の歌が心に響く！

S:¥6,000　A:¥5,000　B:¥4,000（学生:¥1,500）料
●指揮／小泉和裕　ソプラノ／鷲尾麻衣　九響合唱団　他
●曲目／ベートーヴェン：交響曲 第９番「合唱付き」

12 14:0024日

9 17:00

15:00

Ⓐ
Ⓑ

30土
10 1日

アクロス・クラシックふぇすた2017
コンサートⅠ シンフォニック・スタイル

会福岡シンフォニーホール ⒶⒷ各公演 ￥1,000 ⒶⒷセット券 ￥1,500（全席自由）料
●内容／Ⓐ九州管楽合奏団　Ⓑ九州交響楽団　※小学生以下無料・未就学児入場可

12 19:0012火 古澤巌×ベルリン・フィルハーモニー ヴィルトゥオーソ’2017
会福岡シンフォニーホール S:¥7,000　A:¥6,000　B:¥5,000（学生席：¥3,000）料
●曲目／マリーノのコンチェルト、クリスマスソング　他

＊１ あいれふホール（福岡市中央区舞鶴２-５-１）

●曲目／モーツァルト：弦楽四重奏曲（ハイドン四重奏曲より 第５番）　他
会あいれふホール（＊1） 一般:￥3,500　学生:￥1,000　（全席自由）料

10 19:0020金 ラ・プティット・バンドによるストリング・カルテット

会福岡シンフォニーホール S:¥6,000　A:¥4,000（学生券:¥2,000）料
●指揮/バロック・ヴァイオリン／シギスヴァルト・クイケン　他
●曲目／モーツァルト：交響曲 第27番、ディヴェルティメント 第７番
　　　　ハイドン：歌劇「ラ・カンテリーナ（歌姫）」

10 16:0021土 ラ・プティット・バンド「ラ・カンテリーナ」

会福岡シンフォニーホール 全席指定:¥1,000料
●バロック・ヴァイオリン／シギスヴァルト・クイケン
●曲目／ J.S.バッハ：無伴奏パルティータ 第３番、第２番

10 12:0018水 アクロス・ランチタイムコンサートvol.60
～シギスヴァルト・クイケン ヴァイオリンリサイタル～

野々下由香里＆大塚直哉
歌とチェンバロのコンサート「ヨーロッパお国巡り」10 15:0022日

会国際会議場 全席自由:￥1,500料
●ソプラノ：野々下由香里　チェンバロ：大塚直哉　●曲目／カッチーニ：アマリッリ　他

新・福岡古楽音楽祭2017

会福岡シンフォニーホール 全席指定:¥1,000料

アクロス・ランチタイムコンサートvol.64≪スペシャル版≫
古典芸能へのお誘い ～古典芸能はおもしろい?! ～

●曲目／能と日本舞踊による「船弁慶」　他

1 12:0018
2018年

木

シルク・ドゥ・ラ・シンフォニー
会福岡シンフォニーホール S:¥10,000　A:¥8,000　B:¥6,000料
●演奏／キエフ国立フィルハーモニー交響楽団　●曲目／チャイコフスキー：白鳥の湖　他

1
2018年

18:0024水

会福岡シンフォニーホール

東芝グランドコンサート2018
サカリ・オラモ指揮 BBC交響楽団

GS:¥15,000　S:¥13,000　A:¥11,000　B:¥8,000　てれビー席:¥5,000料
●ヴァイオリン／パトリツィア・コパチンスカヤ
●曲目／チャイコフスキー：ヴァイオリン協奏曲　ブラームス：交響曲 第１番　他

3 19:001
2018年

木

会福岡シンフォニーホール

ウィーン・ヨハン・シュトラウス管弦楽団
ニューイヤーコンサート2018

S:¥8,500　A:¥7,500　B:¥6,000　C:¥5,000料
●指揮・ヴァイオリン／ヨハネス・ヴィルトナー
●曲目／喜歌劇「こうもり」序曲　ポルカ・シュネル「前へ！」　他

1 19:004
2018年

木

読売日本交響楽団名曲シリーズ福岡公演
会福岡シンフォニーホール S:¥6,100　A:¥5,100　B:¥4,000（学生券:¥2,000）料
●指揮／ユーリ・テミルカーノフ　ヴァイオリン／レティシア・モレノ
●曲目／プロコフィエフ：ヴァイオリン協奏曲 第２番
　　　　ドヴォルザーク：交響曲 第９番「新世界から」　他

2
2018年

19:0022木

会福岡シンフォニーホール 全席指定:¥1,000料

12 12:006 水 アクロス・ランチタイムコンサートvol.62
フランツ・バルトロメイ リサイタル with 篠崎史紀

●ピアノ／田中美江　●曲目／シューベルト：ピアノ三重奏曲　他

会福岡シンフォニーホール 全席指定:¥1,000料

11 12:0030木 アクロス・ランチタイムコンサートvol.61≪スペシャル版≫
若林顕＆鈴木理恵子デュオコンサート

●曲目／フランク：ヴァイオリン・ソナタ　他

10 19:0031火 イツァーク・パールマン ヴァイオリンリサイタル
会福岡シンフォニーホール GS:¥13,000　S:¥10,000　A:¥8,000　B:¥6,000（学生券:¥3,000）料
●曲目／ベートーヴェン：ヴァイオリン・ソナタ 第９番 「クロイツェル」　他

９月24日（日）発売

会福岡シンフォニーホール 全席指定:¥1,000　●曲目／クリスマス・メドレー　他料

12 12:0019火 アクロス・ランチタイムコンサートvol.63
アクロス・クリスマスコンサート2017

●サクソフォン／オリタ・ノボッタ　スペシャルゲスト／ジェームス小野田　他

11 19:0027月 フィリップ・ジョルダン指揮　ウィーン交響楽団
会福岡シンフォニーホール

GS:¥20,000　S:¥17,000　A:¥14,000　B:¥10,000　C:¥6,000（学生券:¥3,000）料
●ヴァイオリン／樫本大進　●曲目／メンデルスゾーン：ヴァイオリン協奏曲　他
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